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児
★
支
給
の
お
知
ら
せ

　
六
月
期
（
二
月
～
五
月
）
の
児
童

手
当
が
、
六
月
十
日
頃
に
、
皆
さ
ん

の
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に

振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
支
給
額
は
、
十
八
歳
未
満
の
児
童

の
う
ち
出
生
順
に
数
え
て
三
人
目
以

降
の
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
五
千
円
（
昭
和
五
十
五

年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
の
無
い
受

給
者
は
六
千
五
百
円
）
で
す
。

★
現
況
届

　
六
月
分
以
降
、
引
き
続
い
て
受
給

献血車日程
とき6月29日（月）
ところ　大井田公民館

と　き　6月30日（火）

　ところ　滝文工業（株）

時間はいずれも午前10時～午後3時

明日といわず今献血しましょう

資
格
の
あ
る
か
た
は
、
左
記
の
日
程

に
よ
り
、
児
童
手
当
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
現
況
届
を
提

出
し
な
い
と
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の
…
…
印
鑑
、
健
康

保
険
証
、
ハ
ガ
キ
（
後
日
、
該
当
者

に
送
付
し
ま
す
。
）

期
　
　
日

時
　
　
　
間

場
　
　
　
所

参
集
地
区

6
月
2
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

水
沢
出
張
所

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

下
条
出
張
所

中
条
地
区
公
民
館

川
治
地
区
公
民
館

水
　
　
　
　
沢

吉
　
　
　
　
田

下
　
　
　
　
条

中
　
　
　
　
条

（
新
座
・
大
井
田
を
除
く

川
治
・
六
箇

6
月
3
日
困

十
日
町
市
役
所

叶
畑
嫡
肝
新
座

停

　
▼
六
月
二
日
㈹
　
午
前
九
時
三
十

分
～
午
後
三
時
三
＋
分
ま
で
　
嘉
勝

轟
木
・
池
谷
・
入
山
・
焼
野
・
新
水

慶
地
・
魚
之
田
川
・
宇
田
ケ
沢
・
中

条
菅
沼
・
山
新
田
・
蕨
平
・
上
田
原

三
ツ
山
・
小
貫
・
東
枯
木
又
・
西
枯
木

又
　
▼
六
月
十
五
日
㈲
　
正
午
～
午

後
四
時
三
十
分
ま
で
　
田
州
町
一
丁

目
の
一
部
・
田
川
町
二
丁
目
・
田
川
町

三
丁
目
・
猿
倉
・
津
池
・
大
池
・
赤

倉
・
菅
沼
・
江
道

　　防犯灯を寄贈
　　　　　　　一繁乳電力㈱一

藤吻鰍訓年・献魏燃
寄購ていまずが・このたび鵠嫡
贈されました。この防犯灯と俳せて、

市の水銀灯（2基〉が可市内各紬区に

設匿されます。

　なお、これらの訪犯灯の設硫を希望

する地区は、市役所市民生活課環境係

にご連絡ください。

乳
幼
児
検
診
日
程
表

　
市
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
内
部

に
『
リ
ハ
ビ
リ
室
』
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
つ
ぎ
の
訓
練
器
具

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
使
用
料
は
無
料
で
す
。
）

●
自
転
車
運
動
練
習
器
…
…
外
傷
後

遺
症
、
脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
の
筋
力

の
強
化
に
。

●
移
動
式
歩
行
補
助
平
行
棒
…
…
起

立
訓
練
や
歩
行
訓
練
に
利
用
。

●
訓
練
用
マ
ッ
ト
ー
…
ね
が
え
り
訓

練
、
ね
お
き
の
訓
練
、
四
ツ
這
い
訓

練
、
膝
立
て
訓
練
に
。

●
交
互
牽
引
滑
車
運
動
装
置
…
…
外

傷
の
後
遺
症
や
、
五
十
肩
な
ど
筋
肉

の
固
い
部
分
の
改
善
の
た
め
。

①
壁
面
用
助
木
…
…
外
傷
後
遺
症
で

膝
の
固
く
な
っ
た
人
の
改
善
訓
練
や

　
　
　

子
分

い
帽

球
（

　
魁

　
の歯

　
し

　
む

脊
椎
損
傷
後
遺
症
の
上
体
の
筋
力
強

化
に
利
用

　
そ
の
他
詳
細
や
使
用
申
し
込
み
な

ど
に
つ
い
て
は
保
健
衛
生
課
（
3
七

ー
三
一
一
一
番
内
線
二
二
七
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
6
月
め
体
圓
赦
急
医
、
　
一

罪
艦
．
至
簾
識
癒
総
愈
蚤

　
　
　
　
　
藤
携
藩
還
董

　
　
　
ぎ
嫉
癖
纏
篭
嚢
翠
｝

欝
．
馨
2
腰
β
響
2
玉
真
ー
薫

皿
智
，
鋤
薄
嚢
蕪
灘
欝
〒
掲
蹴
…

㎜
，
…
、
冨
渚
織
鱗
魂
醤
－
番
…

致
鐙
．
、
熾
紹
、
獲
葵
袋
織
＄

糟
　
　
　
　
慕
露
ρ
鶏
鷺
マ
4
番
㎜

　
　
。
津
籍
轟
饗
輩
　
嚢
欝

…
．
　
纏
ゆ
2
豫
驚
鑛
緩
癖
翼
鷹

露
織
欝
霞
無
一
篠
蕪
馨
爆
、
・

騨
ヒ
』
覇
縷
購
懸

住　　所 氏　　名 二

稲荷町3北藤木　剛史 正昭

上　川　町 三崎　淳子 政興

下川原町 村山　俊樹 京市

本町2丁目根津　亜木 東雄

稲荷町3東小川　篤 博

中条新田 和田　好広 山治

峠 福島　裕 秋男

野　　　田 村山　弘明 政直

下条本町 小杉　直輝 松雄

高山第3 丸山比呂子 公夫

川治内後 滝沢　俊介 俊雄

川治下町1遠田由美子 功一

寿町2、3 小川あずみ 巌

関　根　2清水　研哉 昇

春日町3 関口　聖子 陽子

南　鐙　坂 柳　寿子 茂

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
城

備
考

3
歳
児
検
診

6
月
1
0
日

　
（
水
）

午
後
－
時
1
5
分

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

52
年
12
月

生
れ
の
児

域全

歯
い

は
れ

た
き

か
を

の
歯
い

児
ら
さ

歳
か
だ

3
す
く

・
ま
て

児
り
来

月
あ
て

カ
か
い

6
診
か

歳
検
み

1
科
に

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

6
月
12
日

　
（
金
）

午
後
－
時
15
分

～
2
時

54
年
12
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
ぴ
に
育

児
　
学
　
級

6
月
17
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

56
年
2
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定

6
月
22
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

茄
年
8
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

◎
住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）
日
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

6
月
1
日
㈲

午
前
9
時
　
分

～
n
時
　
分

下
条
公
民
館
岩
野
・
下
条
栄
町
・
桑
原
・
野
田

午
後
1
時

～
3
時

下
条
公
民
館

山
根
・
貝
の
川
・
新
保
・
水
口

蒲
購
獺

下
条
公
　
民
館

　
　
o
　
　
　
　
　
　
口
H
　
　
　
●

央
通
り

6
月
2
日
㈹

午
後
1
時

～
3
時

下
条
公
民
館
　
　
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
下

山
・
新
光
寺

6
月
3
日
困

午
前
9
時

～
1
1
時

上
新
田
公
民
館

上
新
田
1
・
2
・
3

午
前
1
1
時
1
5
分

～
n
時
菊
分

市
之
沢
作
業
場

市
　
　
之
　
　
沢

後
1
時
　
分

～
2
時
30
分

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

新
水
・
蕨
平
・
上
田
原

6
月
4
日
困

午
前
9
時
　
分

～
10
時
3
0
分

飛
　
一
小
学
校

嘉
勝
・
轟
木
・
焼
野
・
魚
之
田
川

前
11
時

～
H
時
3
0
分

三
　
ツ
　
山
分
校

三
　
　
ツ
　
　
山

午
後
1
時

～
2
時

飛
二
小
学
校

田
ケ

田
．
小
飢

午
後
2
時
　
分

～
3
時

枯
木
又
分
校

東
枯
木
又
・
西
枯
木
又

6
月
5
日
剛

前
9
　
　
分

～
　
11
時
　
分

真
田
小
学
校

鉢
1
・
2
・
中
手

後
1

～
2
時
3
0
分

名
ケ
山
小
学
校

中
平
・
名
ヶ
山

前
9
　
　
　
分

～
1
0
　
　
　
分

江
道
集
落
セ
ン
タ
ー

江
道
・
猿
倉

圃
1
　
　
　
分

～
n
時
1
分

津
池
冬
季
分
校

津
　
　
　
　
池

　
　
　
）

6
月
8
日
嶋

後
1

～
1
時
30
分

赤
倉
集
会
場
赤
　
　
　
　
　
倉

午
後
2
時

～
2
時
30
分

大
池
小
学
校

大
池
・
菅
沼

6
月
9
日
㈹

午
前
9
時
　
分

～
11
時
3
0
分

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

羽
根
川
荘

中
お
・
山
’
　
　
　
　
．
田

ニ
ツ
屋

後
1
　
　
　
分

～
2
時

塩
之
又
分
校
塩
　
　
之
　
　
又

後
2
　
　
分

～
3
時

船
坂
公
民
館

船
　
　
　
　
坂

6
月
1
0
日
㈱

午
前
－
時

～
n
時

塩
野
冬
季
分
校

塩
　
　
　
　
野

後
1
時

～
2
時

願
入
冬
季
分
校

願
　
　
　
　
入

6
月
1
1
日
困

前
1
時

～
n
時

池
　
谷
　
分
　
校

池
谷
・
入
山

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
、

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は

も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
5
月
2
1
日
に
都
合
が
悪
く
て
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
た
も
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
．

Q
・

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O
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七
月
十
七
日
に
農
業
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
を
実
施

　
農
業
委
員
の
選
挙
は
全
国
統
｝
選

挙
に
よ
り
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
十

七
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
選

挙
区
と
定
員
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

選挙区 区　　　域 定数

第一選挙区
十日町地区
川治地区
六箇地区

6人

第二選挙区 中条地区 6人

第三選挙区 吉田地区 4人

第四選挙区 下条地区 4人

第五選挙区 水沢地区 6人

ロ
立
候
補
の
受
付

　
七
月
七
日
は
農
業
委
員
選
挙
の
告

示
日
で
す
。
立
候
補
の
受
付
は
七
月

七
日
・
八
日
の
二
目
間
で
、
届
出
時

間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
立
候
補
届
出
の
準
備
は
早
目
に

　
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
か
た

は
事
前
に
選
管
か
ら
届
出
用
紙
の
交

付
を
受
け
早
目
に
届
出
の
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
は
農
業
者
に
と
っ
て
、

身
近
か
な
代
表
者
で
す
．
金
の
か
か

ら
な
い
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

「
藷
襲
難
員
会
」

　
市
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
、
市
の
現

状
、
仕
事
な
ど
を
実
際

に
目
で
見
、
耳
で
聴
い

て
い
た
だ
き
、
市
の
行

政
を
少
し
で
も
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
毎
年
施
設
見
学
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
も
、
つ
ぎ
の
要

項
で
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
施
設
も
年

々
充
実
し
て
お
り
、
実

共
導
．
鳩
麟
麟
難
聾
擢

■
明
る
い
選
挙
・
き
れ
い
な
選
挙
を

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
当
市
が
全
国
屈
指
の
豪
雪
都
市
と
い
わ
れ
る
中
で
、
今
、

そ
の
豪
雪
を
克
服
し
、
自
然
・
風
士
・
文
化
・
伝
統
な
ど
を

最
大
限
に
活
か
し
た
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
総
合
的
な
計
画
1
『
克
雪
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
計
画
』
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
　
（
六
月
十
臼
号
市
報
で
既
報
）

　
こ
の
新
し
い
計
画
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
つ
ぎ
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
の
で
ご
多
忙
中
恐
縮
で

す
が
、
調
査
対
象
と
し
た
世
帯
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
■
対
象
数
：
⊥
二
〇
〇
世
帯

　
■
対
象
区
域
…
市
内
全
域

　
■
実
施
期
間
…
六
月
二
十
九
日
～
七
月
十
日

　
齢
方
法
r
…
…
－
配
布
は
郵
送
、
回
収
は
各
家
庭
に
調
査
員

が
う
か
が
い
ま
す
。

　
■
内
容
…
－
…
除
排
雪
・
産
業
振
興
・
生
活
改
善
な
ど
選

択
す
る
も
の
と
十
分
意
見
を
聞
く
た
め
の
記
述
す
る
も
の
。

情
を
一
日
じ
っ
く
り
と
見
学
す
る
の

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
実
施
期
間
…
七
月
中
旬
か
ら
九
月

中
旬
ま
で
の
希
望
の
日
（
土
・
日
・

月
曜
日
を
除
く
）

■
対
象
者
…
マ
イ
ク
・
バ
ス
を
使
用

す
る
た
め
原
則
的
に
は
二
十
名
位
の

グ
ル
㌧
フ
、
団
体
と
し
ま
す
が
、
個

人
参
加
も
で
き
ま
す
。

旧
コ
ー
ス
…
卸
売
市
場
↓
博
物
館
・

武
道
館
↓
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
i

↓
下
水
道
終
末
処
理
場
↓
羽
根
川
荘

（
昼
食
）
↓
森
林
公
園
↓
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
↓
ゴ
ル
ワ
場
↓
保
健
セ
ン
タ
ー

↓
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
　
（
参
加
者
の
希

望
に
よ
り
変
更
・
追
加
も
し
ま
す
。
）

■
参
加
料
－
・
無
料
（
昼
食
は
持
参
）

旧
申
込
み
…
市
総
務
課
企
画
広
報
係
へ
。

　
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
る
地
区
広

聴
会
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
確
実

に
定
着
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
各
地

区
の
要
望
や
問
題
点
な
ど
を
直
接
お

聞
き
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
機
会

と
し
て
今
年
度
は
六
月
二
十
九
日
か

ら
約
一
ヵ
月
間
、
地
区
振
興
会
を
単

位
に
十
四
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
こ
の
広
聴
会
で
は
、

各
地
区
共
通
の
テ
ー
マ
を
『
雪
』
と

し
、
当
市
が
克
雪
地
域
づ
く
り
を
す

る
た
め
に
地
域
の
実
情
、
対
策
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
雪
に
関
す
る
以
外
の

地
城
の
も
つ
課
題
・
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
す
。

〃
あ
な
た
の
意
見
を
市
政
に
〃
1

ど
う
ぞ
積
極
的
な
参
加
を
。

　
　
嵩

　
　
赫

克雪地域づくりのための

アンケート調査にご協力を”

地区広聴会日程
時間：夜7二30～9：30

月／日（噌 地　　区 会　　　場

6／29（月） 六　　　箇 羽　根　川　荘

7／2困 東　下　組 東下組小学校

7／6（月） 美　佐　島
江道・猿倉集落

　センター

7／7㈹ 新　　　座 新座公民館

7／8困 大　井　田 大井田公民館

7／10樹 中　　　条 中条地区公民館

7／13㈲ 川　　　治 川治地区公民館

7／14図 下　　　条 下条中学校

7／15㈱ 吉　　　田 吉田中学校

7／17囲 八　　　箇 池之平集会所

7／21㈹ 水沢小学校
（野中小学校地区含》

水沢地区公民館

7／22困 馬場小学校 馬場小学校

7／24囲 十　日　町 市　民　会　館

7／29困 飛　　　渡 飛渡地区公民館

鴨寅と謬るβ
　7／1㈱は水沢地区公民館

穎’、・

、為

鳶
■

・z 粥
1　／

　
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
”
移
動
市
民
と
語
る

口
”
を
今
年
度
も
、
水
沢
・
吉
田
・
下
条
の
三
地
区

で
実
施
し
ま
す
。
七
月
一
日
困
は
、
水
沢
地
区
公
民

館
で
開
催
し
ま
す
が
、
地
域
の
課
題
や
日
頃
考
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
お
気
軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
と
ご
連
絡
は
総
務
課
企
画
広
報
課
へ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
午
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交通安全スリーマンスキャンペーン
　　　　　（500日間）
55年5月1日⇒56年9月15日

　
「
県
民
の
努
力
で
き
ず
こ
う
交
通

安
全
県
」
を
合
言
葉
に
実
施
さ
れ
る

ス
リ
ー
マ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
活

動
の
重
点
は
、
一
、
歩
行
者
及
び
自

転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止
、
二
、

交
通
三
悪
（
飲
酒
運
転
、
速
度
違
反
、

　
県
内
の
全
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
の
地
域
に
応
じ
た
各
種
の
交

通
安
全
対
策
を
推
進
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
交
通
安
全
ス
リ
ー

マ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
七
月
一
日
～
九
月
三
十
目
の
間
実
施
さ
れ
ま

す
。　

市
内
の
交
通
事
故
は
、
昨
年
の
同
期
よ
り
も
、
件
数
で
五
十
二
件
↓
二

十
一
件
、
死
者
二
人
↓
ゼ
・
、
傷
者
五
十
五
人
↓
二
十
二
人
と
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
悪
質
な
飲
酒
運
転
は
あ
と
を
た
た
ず
、
事
故
数
、

検
挙
数
と
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
の
追
放
に
は
、
地
域
を
あ
げ

て
一
層
の
努
力
が
必
要
で
す
。

　
市
内
で
交
通
事
故
死
が
発
生
し
た
の
は
、
昨
年
の
五
月
一
目
で
す
。
六
月

二
十
五
日
現
在
、
四
百
二
十
日
間
、
死
亡
事
故
ゼ
・
を
継
続
中
で
す
．
運

動
期
間
中
の
九
月
十
五
日
ま
で
、
当
面
、
死
亡
事
故
ゼ
・
、
五
百
目
運
動

も
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
死
傷
者
・
事
故
件
数
大
幅
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飲
酒
運
転
大
幅
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
青
少

一
時
不
停
止
）
の
一
掃
、

年
の
交
通
事
故
防
止
、
四
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
五

地
域
に
あ
っ
た
交
通
事
故
防
止
活
動

の
推
進
の
五
点
で
す
。

安全教室の開催を

難遡
で
＋
横
人
の

A
　
、
（
一
故

丁
日
会
ミ
事

P
2
1
員
ダ
み

や
月
委
　
、
込

域
6
導
は
き

地
〔

　
十
日
町
市
内
で
は
、
昨
年
五
月
一

日
に
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
以
来
、

六
月
二
十
五
日
ま
で
、
四
百
二
十
日

間
死
亡
事
故
が
一
件
も
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。
四
十
七
年
を
ピ
ー
ク
に
年

々
交
通
事
故
件
数
は
減
少
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
死
亡
事
故
が
ま
る
一
年

間
以
上
な
か
っ
た
年
は
、
一
年
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
是
非
こ
の
記
録

を
伸
ば
し
、
当
面
は
、
運
動
期
間
中

の
九
月
十
五
日
の
五
百
日
達
成
を
め

ざ
し
、
さ
ら
に
記
録
を
七
百
日
、
千

日
へ
と
伸
ば
し
た
い
も
の
で
す
。

　
昨
年
の
同
期
（
一
月
～
六
月
十
七

日
現
在
）
と
の
交
通
事
故
の
発
生
状

況
で
は
、
死
亡
が
二
人
↓
ゼ
・
、
件

数
で
、
五
十
二
件
↓
二
十
一
件
、
傷

者
も
五
十
五
人
↓
二
十
二
人
と
、
そ

れ
ぞ
れ
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

事
故
の
内
訳
で
も
、
二
輪
車
に
よ
る

も
の
十
九
件
↓
九
件
、
高
校
生
に
よ

る
事
故
八
件
↓
三
件
、
女
性
の
事
故

七
件
↓
二
件
と
、
交
通
安
全
運
動
に

よ
る
成
果
が
着
実
に
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
悪
質
な
飲
酒
運
転

に
よ
る
事
故
、
検
挙
者
数
と
も
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
検
挙
者
は
五

十
一
人
↓
二
十
一
人
に
、
事
故
件
数

も
一
件
↓
六
件
に
な
っ
て
お
り
、

飲
酒
運
転
絶
滅
緊
急
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
た
六
月
．
四
目
～
十
日
ま

で
の
一
週
間
で
す
ら
、
検
挙
者
八
人

を
出
し
、
そ
の
う
ち
二
人
は
逮
捕
さ

れ
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
の
絶
滅
こ

そ
、
十
日
町
市
の
交
通
安
全
運
動
の

テ
ー
マ
で
す
．
各
地
域
や
職
場
、
家

庭
で
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な

ら
飲
む
な
」
を
徹
底
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

県警ヘリは

東下組．吉田．鐙島．飛一小へ

　
郡
市
交
通

安
全
対
策
連

絡
協
議
会
で

は
、
期
間
中

多
彩
な
安
全

運
動
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
運
動
初
日

の
七
月
一
日

に
は
、
四
市

町
村
長
が
ヘ

リ
に
搭
乗
し

て
空
か
ら
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

ほ
か
、
陸
上
パ
レ
ー
ド
、
交
通
安
全

母
の
会
の
乗
っ
た
バ
ス
に
よ
る
広
報

隊
も
く
り
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
子

供
達
の
人
気
者
、
県
警
ヘ
リ
「
こ
し

か
ぜ
号
」
は
、
七
月
十
五
、
十
六
の

両
日
、
東
下
組
、
吉
田
、
鐙
島
、
飛

一
の
各
小
学
校
を
訪
問
し
ま
す
。

　
小
中
学
生
や
老
人
を
対
象
に
、
自

転
車
の
り
方
教
室
、
ダ
ミ
ー
人
形
や

大
型
バ
ス
を
利
用
し
て
実
際
に
衡
突

や
巻
き
込
み
の
恐
ろ
し
さ
を
実
験
す

る
小
学
生
の
交
通
安
全
教
室
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
行
わ

れ
る
ヌ
イ
グ
ル
ミ
に
よ
る
幼
児
の
交

通
安
全
教
室
な
ど
、
キ
メ
細
か
な
交

通
安
全
教
育
活
動
も
行
わ
れ
ま
す
。

塩
之
又

芹
場
地
内
交
通
止
め

　
県
道
十
日
町
塩
沢
線
の
、
塩
之
又

芹
場
地
内
が
、
道
路
か
ん
没
の
た
め

当
分
の
間
、
車
輔
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。
う
回
路
は
、
船
坂
↓
池

沢
L
野
中
↓
鍬
柄
沢
↓
塩
之
又
に
な

り
ま
す
。

上
水
道
・
第
三
期
拡

張
工
事
に
ご
協
力
を

　
市
水
道
局
で
は
、
第
三
期
拡
張
工

事
の
一
環
と
し
て
、
つ
ぎ
の
工
事
を

行
い
ま
す
．
工
事
中
は
、
道
路
交
通

な
ど
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

、
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
五
軒
新
田
配
水
管
布
設
工
事

◎
塚
田
～
太
子
堂
配
水
管
布
設
工
事

◎
中
条
島
配
水
管
布
設
工
事

◎
塚
原
配
水
管
布
設
工
事

◎
妻
有
町
二
、
三
丁
目
配
水
管
布
設

工
事

　
工
事
に
つ
い
て
の
ご
連
絡
は
、
水

道
局
工
務
係
（
8
七
－
三
二
一
番

内
線
二
四
七
）
へ
。

耗
號
o
p
o
o
o
頓
勇
塾
o
勇
妻
麺
垂
』

。。
　
ツ
ツ
ガ
虫
病
多
発
　
感

㎝
　
豊
注
馨
，
㎜

り
予
防
　
　
　
　
　
　
継

。
　
　
　
　
　
　
F
　
　
旧

r
電
要
に
行
－
と
塞

口
①
皮
膚
を
出
さ
な
い
。
②
長
ぐ
つ
を
轡

。“

隻
③
上
衣
表
で
土
や
三

。
上
に
お
か
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
。

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

写
家
に
帰
っ
た
ら
入
浴
し
、
よ
く
体
β

周
を
甕
　
　
　
　
㎝

『
異
状
を
感
じ
た
ら
ず
ぐ
に
医
部
へ
懸

牌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

τ
状
　
　
　
㎝

臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

日
①
刺
し
ロ
が
あ
蚤
。
②
頭
痛
、
③
恐

灘
（
舗
～
魂。
℃
）
杢
身
倦
懸

暴
あ
る
。
③
り
ζ
ハ
線
が
は
れ
る
。
懸

日臼
④
発
疹
　
⑤
食
欲
不
振
　
　
　
，
　
懲

夢
唾
¢
o
Φ
¢
重
墜
垂
¢
¢
錘
¢
垂
垂
福
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騨
日
も
早
く
社
会
復
帰
を

1
精
神
障
害
者
訓
練
施
設
で
ー

　
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰

の
た
め
の
訓
練
施
設
「
な
か

さ
わ
作
業
所
」
が
、
二
十
日
、

高
田
町
三
丁
目
の
旧
中
沢
寮

を
改
装
し
完
成
し
ま
し
た
．

　
こ
の
作
業
所
は
、
病
気
が

治
っ
て
入
院
し
て
い
な
く
て

も
い
い
の
だ
が
、
職
場
に
復

帰
す
る
に
は
、
ま
だ
精
神
的

負
担
が
大
き
く
、
不
況
の
中

で
は
職
さ
が
し
も
む
ず
か
し

い
た
め
、
一
時
、
仲
間
と
一

緒
に
軽
作
業
を
す
る
こ
と
で

社
会
生
活
や
集
団
生
活
に
慣

れ
、
自
信
を
つ
け
て
か
ら
社

会
復
帰
す
る
た
め
の
中
間
訓

練
施
設
で
す
．

　
共
同
作
業
場
の
運
営
は
、
精
神
障

害
者
家
族
会
（
井
川
一
雄
会
長
）
が

あ
た
り
、
作
業
は
、
通
所
者
の
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
に
あ
っ
た
危
険
の
な
い

も
の
で
、
造
花
づ
く
り
、
マ
ッ
チ
箱

組
み
立
て
、
織
物
関
係
の
下
仕
事
な

ど
で
、
月
・
火
・
木
・
金
の
四
日
間

午
前
九
時
～
四
時
ま
で
行
い
、
若
干

の
賃
金
も
支
払
わ
れ
ま
す
。
作
業
に

は
、
専
従
職
員
一
人
、
家
族
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
病
院
や
保
健
所
、
市

保
健
婦
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

　
開
所
に
あ
た
っ
て
井
川
会
長
は
「
県

下
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
訓
練
施
設
が

で
き
て
う
れ
し
い
。
こ
の
作
業
所
を

い
こ
い
の
場
、
つ
ど
い
の
場
に
し
て

一
人
で
も
多
く
、
社
会
復
帰
で
き
る

人
を
育
て
、
市
内
か
ら
精
神
障
害
に

悩
む
人
を
な
く
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
同
会
（
奮
二
－
五
一
二

四
番
）
と
市
保
健
衛
生
課
（
8
七
－

三
一
一
一
番
内
線
二
二
七
）
で
は
、

該
当
者
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

1
－
1
－
1
ー
ー
I
I
I
I
I
l
l
I
I
巳
l
I
－
l
I
巳
I
I
瞳
I
l
I

　
　
　
～

　
　
館

き
道

　
　
斌

開
田

時津風親方迎え

　　土俵
　　　　　～2

　市武道館の土俵開きが、20日時津風親方、東

日本学生選手権個人優勝の竹川裕司選手ら明大

相撲部、県国体選手5〈を迎え、盛大に行われ

ました。土俵場のまわりには、200人以上の市民

がつめかけ、土俵開きにふさわしい闘志び）こも

った肉弾戦に、盛んな拍手をおくっていました

この様子を見ていた時津風親方は、血が騒いだ

のか、まわしをしめて土俵にあがり、上村重来君

（水沢小6年）や斎藤隆一君（南中1年）に胸

をかす大サービス。

　時津風親方は「日本古来の4武道の道場がそ

ろっている武道館は見たことがない．素晴らし

い環境の中で、基本に忠実に、身体だけでなく

心も鍛えて欲しい」と話していました。

風船おじいさんお元気ですか

村岡小（福井県）児童から

　　　福崎豊作様（池の尻）へ

　
「
お
じ
い
ざ
ん
、
こ
の
風
船
を
拾

っ
て
く
れ
て
あ
参
が
と
う
。
ぽ
く
は

今
、
三
年
生
で
す
。
ぼ
く
の
風
せ
ん

が
、
た
く
さ
ん
の
出
か
ら
山
を
と
び

こ
え
て
行
っ
た
の
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
急
に
新
が
た
県
か

ら
手
紙
が
く
る
の
で
び
っ
く
り
し
ま

欝覇
　霧捧齢　　・ぺ＼㌧鷺》
ゆ》4鰯
　　　　9

も轡麟

騰・

麺

霧懸夢璽
雛ジ轡
ぱハ　　な

鳶　　鼻
笹　ザ編
鯵

鍵夢認
し
た
。
松
原
正
彦
（
村
岡
小
三
年
ご

　
池
の
尻
の
福
崎
豊
作
さ
ん
（
六
玉
〉

と
福
井
県
勝
山
市
村
岡
（
ム
糧
諏
）

小
学
校
児
童
と
の
ク
ラ
ス
を
あ
げ
て

の
文
通
が
ま
る
二
年
も
続
い
て
い
ま

す
。
き
っ
か
け
は
、
五
十
四
年
十
角

村
岡
小
学
校
の
体
育
大
会
に
、
住
斯

や
名
前
を
つ
け
た
風
船
を
と
ば
し
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
三
千
厨
級
の

β
本
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
、
二
百
三

十
試
も
離
れ
た
池
の
尻
ま
で
届
い
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

　
福
碕
さ
ん
が
、
最
初
に
便
り
を
出

し
た
当
時
の
三
年
生
も
今
は
も
う
五

年
生
。
こ
れ
ま
で
に
三
百
通
以
上
も

の
温
か
い
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
子
供

た
ち
の
友
情
の
文
通
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
福
崎
さ
ん
は
、
現
在
一
人
暮
ら
し
。

部
屋
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
千
羽
鶴

が
飾
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
手
紙
は
、

一
通
残
ら
ず
キ
チ
ン
と
整
理
さ
れ
て

い
て
、
子
供
た
ち
か
ら
来
る
手
紙
が

大
き
な
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
二

十
八
人
に
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
文
章
を

，
書
く
の
は
大
変
だ
識
驚
い
壌
壕
講
甥

そ
の
書
葉
と
は
う
ら
壌
菰
、
樋
鰹
｝
，
雛

で
き
た
沢
鐵
の
お
孫
叢
ん
に
顔
驚
簾

こ
ろ
ば
慧
議
裳
簿
・

　
昨
年
七
刃
慈
纏
、
わ
ざ
わ
ざ
、
藤

山
市
の
岡
櫨
㌘
鍵
雛
趨
、
搬
灘
た
ち
叢

大
歓
迎
を
愛
鍵
隷
灘
た
。
そ
の
購
擁

様
子
を
、
幽
礎
雛
ろ
み
毒
ん
錬
篇
灘

さ
わ
ざ
、
勝
斑
の
村
驚
小
購
鎌
潔
纏

の
教
室
に
来
て
く
驚
あ
叢
蕉
講
．

今
度
鉱
泓
聯
職
毒
嚢
い
饗
驚
糞
瓢

い
さ
窃
餐
灘
℃
．
風
鰹

落
ち
た
譲
，
ん
潔
も
蛇
だ
い
か
ら
嚇
と

書
き
送
葡
饗
婚
い
燦
攣
。

　
福
崎
さ
毎
礁
得
意
な
の
隷
灘
饗
え

歌
で
、
児
童
榊
人
一
人
の
各
麟
や
掌

校
名
を
入
れ
て
送
っ
て
お
り
、
幽
毒

も
風
船
数
え
麟
ぼ
・
児
灘
み
愛
鴫
蕨

に
な
り
、
同
市
の
有
線
放
送
で
も
繕
奔

さ
れ
て
い
家
窒
籍
・
↑
…
二
つ
と
や
、

　ひろき

大
空
山
購
れ
て
！
￥
、
勝
出

よ
い
と
こ
村
岡
校
／
￥
。
八
つ
と
や

山
も
と
び
こ
す
風
船
と
く
識
お
手

紙
は
こ
ぶ
郵
便
婁
ん
ノ
＼
。
牽
と
や
と

　
う
乏
う
や
っ
た
ぜ
風
船
が
く
．
む

　
す
ぶ
勝
山
、
十
欝
町
ノ
￥
、
甲

　
橿
崎
さ
ん
は
袖
文
通
を
娘
め
た
の

　
が
三
年
肇
、
今
纏
も
う
蒸
奪
蓬
“
，
手

　紙を

遍
し
て
、
子
供
た
転
懸
成
畏
し

　
て
ゆ
く
の
藻
嬉
t
い
。
離
年
の
冬
は

　
手
紙
を
書
い
て
い
た
ら
本
滋
に
難
か

　
か
っ
た
。
子
供
た
ち
が
卒
業
す
愚
蒋

　
に
、
記
念
紅
簸
耕
あ
手
紙
識
返
む
て

や
り
た
い
、
」
と
褒
し
恥
心
づ
か
い

を
み
姓
激
働
。
、

　
　
風
船
葦
い
さ
ん
と
髭
糞
ち
豊

　
本
ア
ル
プ
ス
を
こ
え
た
灘
か
い
輿
雛

　
が
い
つ
ま
で
も
と
祈
ら
れ
求
す
。
「
．
．
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交通安全スリーマンスキャンペーン
　　　　　（500日間）
55年5月1日⇒56年9月15日

　
「
県
民
の
努
力
で
き
ず
こ
う
交
通

安
全
県
」
を
合
言
葉
に
実
施
さ
れ
る

ス
リ
ー
マ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
活

動
の
重
点
は
、
一
、
歩
行
者
及
び
自

転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止
、
二
、

交
通
三
悪
（
飲
酒
運
転
、
速
度
違
反
、

　
県
内
の
全
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
の
地
域
に
応
じ
た
各
種
の
交

通
安
全
対
策
を
推
進
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
交
通
安
全
ス
リ
ー

マ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
七
月
一
日
～
九
月
三
十
目
の
間
実
施
さ
れ
ま

す
。　

市
内
の
交
通
事
故
は
、
昨
年
の
同
期
よ
り
も
、
件
数
で
五
十
二
件
↓
二

十
一
件
、
死
者
二
人
↓
ゼ
・
、
傷
者
五
十
五
人
↓
二
十
二
人
と
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
悪
質
な
飲
酒
運
転
は
あ
と
を
た
た
ず
、
事
故
数
、

検
挙
数
と
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
の
追
放
に
は
、
地
域
を
あ
げ

て
一
層
の
努
力
が
必
要
で
す
。

　
市
内
で
交
通
事
故
死
が
発
生
し
た
の
は
、
昨
年
の
五
月
一
目
で
す
。
六
月

二
十
五
日
現
在
、
四
百
二
十
日
間
、
死
亡
事
故
ゼ
・
を
継
続
中
で
す
．
運

動
期
間
中
の
九
月
十
五
日
ま
で
、
当
面
、
死
亡
事
故
ゼ
・
、
五
百
目
運
動

も
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
死
傷
者
・
事
故
件
数
大
幅
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飲
酒
運
転
大
幅
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
青
少

一
時
不
停
止
）
の
一
掃
、

年
の
交
通
事
故
防
止
、
四
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
五

地
域
に
あ
っ
た
交
通
事
故
防
止
活
動

の
推
進
の
五
点
で
す
。

安全教室の開催を

難遡
で
＋
横
人
の

A
　
、
（
一
故

丁
日
会
ミ
事

P
2
1
員
ダ
み

や
月
委
　
、
込

域
6
導
は
き

地
〔

　
十
日
町
市
内
で
は
、
昨
年
五
月
一

日
に
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
以
来
、

六
月
二
十
五
日
ま
で
、
四
百
二
十
日

間
死
亡
事
故
が
一
件
も
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。
四
十
七
年
を
ピ
ー
ク
に
年

々
交
通
事
故
件
数
は
減
少
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
死
亡
事
故
が
ま
る
一
年

間
以
上
な
か
っ
た
年
は
、
一
年
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
是
非
こ
の
記
録

を
伸
ば
し
、
当
面
は
、
運
動
期
間
中

の
九
月
十
五
日
の
五
百
日
達
成
を
め

ざ
し
、
さ
ら
に
記
録
を
七
百
日
、
千

日
へ
と
伸
ば
し
た
い
も
の
で
す
。

　
昨
年
の
同
期
（
一
月
～
六
月
十
七

日
現
在
）
と
の
交
通
事
故
の
発
生
状

況
で
は
、
死
亡
が
二
人
↓
ゼ
・
、
件

数
で
、
五
十
二
件
↓
二
十
一
件
、
傷

者
も
五
十
五
人
↓
二
十
二
人
と
、
そ

れ
ぞ
れ
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

事
故
の
内
訳
で
も
、
二
輪
車
に
よ
る

も
の
十
九
件
↓
九
件
、
高
校
生
に
よ

る
事
故
八
件
↓
三
件
、
女
性
の
事
故

七
件
↓
二
件
と
、
交
通
安
全
運
動
に

よ
る
成
果
が
着
実
に
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
悪
質
な
飲
酒
運
転

に
よ
る
事
故
、
検
挙
者
数
と
も
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
検
挙
者
は
五

十
一
人
↓
二
十
一
人
に
、
事
故
件
数

も
一
件
↓
六
件
に
な
っ
て
お
り
、

飲
酒
運
転
絶
滅
緊
急
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
た
六
月
．
四
目
～
十
日
ま

で
の
一
週
間
で
す
ら
、
検
挙
者
八
人

を
出
し
、
そ
の
う
ち
二
人
は
逮
捕
さ

れ
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
の
絶
滅
こ

そ
、
十
日
町
市
の
交
通
安
全
運
動
の

テ
ー
マ
で
す
．
各
地
域
や
職
場
、
家

庭
で
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な

ら
飲
む
な
」
を
徹
底
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

県警ヘリは

東下組．吉田．鐙島．飛一小へ

　
郡
市
交
通

安
全
対
策
連

絡
協
議
会
で

は
、
期
間
中

多
彩
な
安
全

運
動
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
運
動
初
日

の
七
月
一
日

に
は
、
四
市

町
村
長
が
ヘ

リ
に
搭
乗
し

て
空
か
ら
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

ほ
か
、
陸
上
パ
レ
ー
ド
、
交
通
安
全

母
の
会
の
乗
っ
た
バ
ス
に
よ
る
広
報

隊
も
く
り
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
子

供
達
の
人
気
者
、
県
警
ヘ
リ
「
こ
し

か
ぜ
号
」
は
、
七
月
十
五
、
十
六
の

両
日
、
東
下
組
、
吉
田
、
鐙
島
、
飛

一
の
各
小
学
校
を
訪
問
し
ま
す
。

　
小
中
学
生
や
老
人
を
対
象
に
、
自

転
車
の
り
方
教
室
、
ダ
ミ
ー
人
形
や

大
型
バ
ス
を
利
用
し
て
実
際
に
衡
突

や
巻
き
込
み
の
恐
ろ
し
さ
を
実
験
す

る
小
学
生
の
交
通
安
全
教
室
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
行
わ

れ
る
ヌ
イ
グ
ル
ミ
に
よ
る
幼
児
の
交

通
安
全
教
室
な
ど
、
キ
メ
細
か
な
交

通
安
全
教
育
活
動
も
行
わ
れ
ま
す
。

塩
之
又

芹
場
地
内
交
通
止
め

　
県
道
十
日
町
塩
沢
線
の
、
塩
之
又

芹
場
地
内
が
、
道
路
か
ん
没
の
た
め

当
分
の
間
、
車
輔
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。
う
回
路
は
、
船
坂
↓
池

沢
L
野
中
↓
鍬
柄
沢
↓
塩
之
又
に
な

り
ま
す
。

上
水
道
・
第
三
期
拡

張
工
事
に
ご
協
力
を

　
市
水
道
局
で
は
、
第
三
期
拡
張
工

事
の
一
環
と
し
て
、
つ
ぎ
の
工
事
を

行
い
ま
す
．
工
事
中
は
、
道
路
交
通

な
ど
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

、
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
五
軒
新
田
配
水
管
布
設
工
事

◎
塚
田
～
太
子
堂
配
水
管
布
設
工
事

◎
中
条
島
配
水
管
布
設
工
事

◎
塚
原
配
水
管
布
設
工
事

◎
妻
有
町
二
、
三
丁
目
配
水
管
布
設

工
事

　
工
事
に
つ
い
て
の
ご
連
絡
は
、
水

道
局
工
務
係
（
8
七
－
三
二
一
番

内
線
二
四
七
）
へ
。

耗
號
o
p
o
o
o
頓
勇
塾
o
勇
妻
麺
垂
』

。。
　
ツ
ツ
ガ
虫
病
多
発
　
感

㎝
　
豊
注
馨
，
㎜

り
予
防
　
　
　
　
　
　
継

。
　
　
　
　
　
　
F
　
　
旧

r
電
要
に
行
－
と
塞

口
①
皮
膚
を
出
さ
な
い
。
②
長
ぐ
つ
を
轡

。“

隻
③
上
衣
表
で
土
や
三

。
上
に
お
か
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
。

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

写
家
に
帰
っ
た
ら
入
浴
し
、
よ
く
体
β

周
を
甕
　
　
　
　
㎝

『
異
状
を
感
じ
た
ら
ず
ぐ
に
医
部
へ
懸

牌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

τ
状
　
　
　
㎝

臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

日
①
刺
し
ロ
が
あ
蚤
。
②
頭
痛
、
③
恐

灘
（
舗
～
魂。
℃
）
杢
身
倦
懸

暴
あ
る
。
③
り
ζ
ハ
線
が
は
れ
る
。
懸

日臼
④
発
疹
　
⑤
食
欲
不
振
　
　
　
，
　
懲

夢
唾
¢
o
Φ
¢
重
墜
垂
¢
¢
錘
¢
垂
垂
福
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騨
日
も
早
く
社
会
復
帰
を

1
精
神
障
害
者
訓
練
施
設
で
ー

　
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰

の
た
め
の
訓
練
施
設
「
な
か

さ
わ
作
業
所
」
が
、
二
十
日
、

高
田
町
三
丁
目
の
旧
中
沢
寮

を
改
装
し
完
成
し
ま
し
た
．

　
こ
の
作
業
所
は
、
病
気
が

治
っ
て
入
院
し
て
い
な
く
て

も
い
い
の
だ
が
、
職
場
に
復

帰
す
る
に
は
、
ま
だ
精
神
的

負
担
が
大
き
く
、
不
況
の
中

で
は
職
さ
が
し
も
む
ず
か
し

い
た
め
、
一
時
、
仲
間
と
一

緒
に
軽
作
業
を
す
る
こ
と
で

社
会
生
活
や
集
団
生
活
に
慣

れ
、
自
信
を
つ
け
て
か
ら
社

会
復
帰
す
る
た
め
の
中
間
訓

練
施
設
で
す
．

　
共
同
作
業
場
の
運
営
は
、
精
神
障

害
者
家
族
会
（
井
川
一
雄
会
長
）
が

あ
た
り
、
作
業
は
、
通
所
者
の
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
に
あ
っ
た
危
険
の
な
い

も
の
で
、
造
花
づ
く
り
、
マ
ッ
チ
箱

組
み
立
て
、
織
物
関
係
の
下
仕
事
な

ど
で
、
月
・
火
・
木
・
金
の
四
日
間

午
前
九
時
～
四
時
ま
で
行
い
、
若
干

の
賃
金
も
支
払
わ
れ
ま
す
。
作
業
に

は
、
専
従
職
員
一
人
、
家
族
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
病
院
や
保
健
所
、
市

保
健
婦
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

　
開
所
に
あ
た
っ
て
井
川
会
長
は
「
県

下
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
訓
練
施
設
が

で
き
て
う
れ
し
い
。
こ
の
作
業
所
を

い
こ
い
の
場
、
つ
ど
い
の
場
に
し
て

一
人
で
も
多
く
、
社
会
復
帰
で
き
る

人
を
育
て
、
市
内
か
ら
精
神
障
害
に

悩
む
人
を
な
く
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
同
会
（
奮
二
－
五
一
二

四
番
）
と
市
保
健
衛
生
課
（
8
七
－

三
一
一
一
番
内
線
二
二
七
）
で
は
、

該
当
者
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

1
－
1
－
1
ー
ー
I
I
I
I
I
l
l
I
I
巳
l
I
－
l
I
巳
I
I
瞳
I
l
I

　
　
　
～

　
　
館

き
道

　
　
斌

開
田

時津風親方迎え

　　土俵
　　　　　～2

　市武道館の土俵開きが、20日時津風親方、東

日本学生選手権個人優勝の竹川裕司選手ら明大

相撲部、県国体選手5〈を迎え、盛大に行われ

ました。土俵場のまわりには、200人以上の市民

がつめかけ、土俵開きにふさわしい闘志び）こも

った肉弾戦に、盛んな拍手をおくっていました

この様子を見ていた時津風親方は、血が騒いだ

のか、まわしをしめて土俵にあがり、上村重来君

（水沢小6年）や斎藤隆一君（南中1年）に胸

をかす大サービス。

　時津風親方は「日本古来の4武道の道場がそ

ろっている武道館は見たことがない．素晴らし

い環境の中で、基本に忠実に、身体だけでなく

心も鍛えて欲しい」と話していました。

風船おじいさんお元気ですか

村岡小（福井県）児童から

　　　福崎豊作様（池の尻）へ

　
「
お
じ
い
ざ
ん
、
こ
の
風
船
を
拾

っ
て
く
れ
て
あ
参
が
と
う
。
ぽ
く
は

今
、
三
年
生
で
す
。
ぼ
く
の
風
せ
ん

が
、
た
く
さ
ん
の
出
か
ら
山
を
と
び

こ
え
て
行
っ
た
の
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
急
に
新
が
た
県
か

ら
手
紙
が
く
る
の
で
び
っ
く
り
し
ま

欝覇
　霧捧齢　　・ぺ＼㌧鷺》
ゆ》4鰯
　　　　9

も轡麟

騰・

麺

霧懸夢璽
雛ジ轡
ぱハ　　な

鳶　　鼻
笹　ザ編
鯵

鍵夢認
し
た
。
松
原
正
彦
（
村
岡
小
三
年
ご

　
池
の
尻
の
福
崎
豊
作
さ
ん
（
六
玉
〉

と
福
井
県
勝
山
市
村
岡
（
ム
糧
諏
）

小
学
校
児
童
と
の
ク
ラ
ス
を
あ
げ
て

の
文
通
が
ま
る
二
年
も
続
い
て
い
ま

す
。
き
っ
か
け
は
、
五
十
四
年
十
角

村
岡
小
学
校
の
体
育
大
会
に
、
住
斯

や
名
前
を
つ
け
た
風
船
を
と
ば
し
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
三
千
厨
級
の

β
本
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
、
二
百
三

十
試
も
離
れ
た
池
の
尻
ま
で
届
い
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

　
福
碕
さ
ん
が
、
最
初
に
便
り
を
出

し
た
当
時
の
三
年
生
も
今
は
も
う
五

年
生
。
こ
れ
ま
で
に
三
百
通
以
上
も

の
温
か
い
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
子
供

た
ち
の
友
情
の
文
通
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
福
崎
さ
ん
は
、
現
在
一
人
暮
ら
し
。

部
屋
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
千
羽
鶴

が
飾
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
手
紙
は
、

一
通
残
ら
ず
キ
チ
ン
と
整
理
さ
れ
て

い
て
、
子
供
た
ち
か
ら
来
る
手
紙
が

大
き
な
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
二

十
八
人
に
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
文
章
を

，
書
く
の
は
大
変
だ
識
驚
い
壌
壕
講
甥

そ
の
書
葉
と
は
う
ら
壌
菰
、
樋
鰹
｝
，
雛

で
き
た
沢
鐵
の
お
孫
叢
ん
に
顔
驚
簾

こ
ろ
ば
慧
議
裳
簿
・

　
昨
年
七
刃
慈
纏
、
わ
ざ
わ
ざ
、
藤

山
市
の
岡
櫨
㌘
鍵
雛
趨
、
搬
灘
た
ち
叢

大
歓
迎
を
愛
鍵
隷
灘
た
。
そ
の
購
擁

様
子
を
、
幽
礎
雛
ろ
み
毒
ん
錬
篇
灘

さ
わ
ざ
、
勝
斑
の
村
驚
小
購
鎌
潔
纏

の
教
室
に
来
て
く
驚
あ
叢
蕉
講
．

今
度
鉱
泓
聯
職
毒
嚢
い
饗
驚
糞
瓢

い
さ
窃
餐
灘
℃
．
風
鰹

落
ち
た
譲
，
ん
潔
も
蛇
だ
い
か
ら
嚇
と

書
き
送
葡
饗
婚
い
燦
攣
。

　
福
崎
さ
毎
礁
得
意
な
の
隷
灘
饗
え

歌
で
、
児
童
榊
人
一
人
の
各
麟
や
掌

校
名
を
入
れ
て
送
っ
て
お
り
、
幽
毒

も
風
船
数
え
麟
ぼ
・
児
灘
み
愛
鴫
蕨

に
な
り
、
同
市
の
有
線
放
送
で
も
繕
奔

さ
れ
て
い
家
窒
籍
・
↑
…
二
つ
と
や
、

　ひろき

大
空
山
購
れ
て
！
￥
、
勝
出

よ
い
と
こ
村
岡
校
／
￥
。
八
つ
と
や

山
も
と
び
こ
す
風
船
と
く
識
お
手

紙
は
こ
ぶ
郵
便
婁
ん
ノ
＼
。
牽
と
や
と

　
う
乏
う
や
っ
た
ぜ
風
船
が
く
．
む

　
す
ぶ
勝
山
、
十
欝
町
ノ
￥
、
甲

　
橿
崎
さ
ん
は
袖
文
通
を
娘
め
た
の

　
が
三
年
肇
、
今
纏
も
う
蒸
奪
蓬
“
，
手

　紙を

遍
し
て
、
子
供
た
転
懸
成
畏
し

　
て
ゆ
く
の
藻
嬉
t
い
。
離
年
の
冬
は

　
手
紙
を
書
い
て
い
た
ら
本
滋
に
難
か

　
か
っ
た
。
子
供
た
ち
が
卒
業
す
愚
蒋

　
に
、
記
念
紅
簸
耕
あ
手
紙
識
返
む
て

や
り
た
い
、
」
と
褒
し
恥
心
づ
か
い

を
み
姓
激
働
。
、

　
　
風
船
葦
い
さ
ん
と
髭
糞
ち
豊

　
本
ア
ル
プ
ス
を
こ
え
た
灘
か
い
輿
雛

　
が
い
つ
ま
で
も
と
祈
ら
れ
求
す
。
「
．
．
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大
物
も
続
々
と
：
…

市
民
つ
り
吠
会
盛
況

　
十
日
町
市
観
光
協
会
主
催
に
よ
る

市
民
魚
つ
り
大
会
が
去
る
六
月
七
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
乱
八

十
人
で
、
少
年
の
部
、
一
般
の
部
、

ヘ
ラ
鮒
の
部
に
わ
か
れ
て
技
を
き
そ

い
ま
し
た
。

　
大
物
賞
は
、
少
年
の
部
優
勝
の
波

形
肇
君
が
四
十
八
㎝
の
見
事
な
鯉
を

つ
り
あ
げ
、
ほ
か
に
も
四
十
㎝
台
の

鯉
が
数
多
く
つ
り
あ
が
り
ま
し
た
。

■
大
会
成
績
（
各
部
優
勝
者
）

　
①
少
年
の
部
　
波
形
肇
（
魚
ノ
田

川
）
　
②
一
般
の
部
井
沢
健
生
（
四

日
町
新
田
一
）
　
③
ヘ
ラ
鮒
の
部
大

橋
正
美
（
美
雪
町
一
）

所
得
税
第
一
期
分
の

　
納
期
は
七
月
三
十
一
目

　
七
月
は
、
所
得
税
の
予
定
納
税
第

一
期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
、
七
月

一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
納

税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
納
税
額
は
、
前
年
の
所
得
税
額
（
予

定
納
税
基
準
額
）
の
三
分
の
一
の
額

で
、
六
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
通
知

さ
れ
て
い
ま
す
。
予
定
納
税
基
準
額

が
十
万
円
よ
り
少
な
い
人
は
、
予
定

納
税
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
た
め
通

知
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ま
で
）
の
で
、
詳
し
く
は
十
日
町

　
ま
た
、
特
別
の
事
情
の
場
合
は
減
　
　
税
務
署
（
8
二
i
三
一
八
一
番
）
に

額
の
申
請
が
で
き
ま
す
（
七
月
十
五
　
　
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
事
業
所
の
み
な
さ
ん
：

　
　
　
　
　
”
調
査
票
は
届
き
ま
し
た
か
”

調
査
日
　
七
月
一
日

調
査
期
間
　
六
月
下
旬
～
七
月
上
旬

　
現
在
、
昭
和
五
十
六
年
事
業
所
統

計
調
査
の
調
査
期
間
中
で
す
。
六
月

下
旬
よ
り
全
市
八
十
二
名
の
調
査
員

が
各
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
の
内
容
は
、
事
業
の
種
類
、

従
業
者
数
な
ど
事
業
所
の
基
本
的
事

項
に
つ
い
て
の
み
で
す
。
「
調
査
票
の

記
入
の
仕
方
」
等
を
参
考
に
黒
鉛
筆

で
記
入
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
国
、
県
の
み
な
ら

ず
、
市
に
お
い
て
も
広
く
利
用
さ
れ
、

産
業
構
造
あ
る
い
は
特
色
等
が
明
ら

か
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
「
よ

り
良
い
市
」
を
築
く
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
も
重
要
な
も
の
で
す
．

　
な
お
、
七
月
上
旬
に
は
各
調
査
員

が
調
査
票
の
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
調
査
票
を
記
入
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

大
型
住
宅
建
設
資
金
の

　
　
　
　
　
融
資
受
付
中

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
大
型
住
宅

建
設
資
金
の
融
資
申
込
み
を
来
年
二

月
末
日
ま
で
取
扱
金
融
機
関
で
受
付

中
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
住
宅
金
融
公
庫

北
関
東
支
所
（
8
0
二
七
二
－
三
二

ー
六
六
五
五
番
）
ま
で
。

給　付　の　種　類 現行額 改正額

年
金
月
額

老齢福祉年金 明治44年4月1日
以前の出生者

　　　円22，500 24，000円
（23，000）

障害福祉年金 1　　　級
2　　　級

33，800
22，500

36，000
24，000

母チ・準母子
福　祉年　金 子が1人のとき 29，300 31，200

支
給
制
限
限
度
額

本人所得（2人世帯）

　老齢福祉年金
　障害福祉年金
　母子（準母子〉福祉年金

年収入

　千円
　2，164

　2，164

　3，610

年収入

　千円
　2，266

　3，000
（据置）

扶養義務者所得　（6人世帯） 8，760 （据置）

公的年金併給限度額 450 480

蘇

給付の種類 現行額
（月額）

改正額
（月額）

老齢年金

5年年金
10年年金
25年年金
40年年金

　　円22，600

26，550

42，000

67，200

　　円24，367

28，625

45，275

72，441

障害年金
1　　級
2　　級

52，250
41，800

56，325
45，058

母　　子

準母子年金
子が1　人
の　　　と　き

41，800 45，058

遺児年金 1人のとき 41，800 45，058

国民年金でこの施設

囑
■
．
・

醤
釦燕　澱庶

灘

　　　任意加入者の母子年金
　昨年の国民年金法の改正で、母子年金額がふえ、

母子加算制度が創設されました。

　しかし、任意加入している奥さんがたのうち、他の

制度から遺族年金を受けているかたには、国民年金

から母子加算はつかないことになっています。また、

年金額は所定額の5分の2が減額されます。

　とと’じも国民年金法等が改正され、昭和55年度の

全国平均消費者物価上昇率7．8％に応じた年金額の引

き上げが行われます。実施時期は、厚生年金と船員

保険が6月、国民年金は7月からです・

　また、無拠出制の福祉年金も改善され、特に老齢

福祉年金は6百万円を区切りとする所得制限が取り

入れられました．実施時期は8月からです。

福祉年金の改正

注）老齢福祉年金の（）内の額は、扶養義務者の所得が年

　　600万円を超え、876万円未満の人の受給額です。

↑老人福祉センターr羽根川荘」↓武道館

拠出年金の改正

　
当
市
の
国
民
年
金
加
入
者
は
一
万
四
千
六
百
六
＋
二
人
、
年
金

受
給
者
は
、
拠
出
・
福
祉
あ
わ
せ
て
七
千
二
百
七
十
四
人
で
す
。

こ
の
人
達
に
支
払
わ
れ
る
年
金
額
は
約
十
八
億
円
余
の
巨
額
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
納
入
し
た
保
険
料
の
積
立
金
は
、
年
金
給
付
の
ほ

か
厚
生
施
設
や
生
活
環
境
施
設
の
建
設
等
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
度
に
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
羽
根
川
荘
」
、

武
道
館
、
簡
易
水
道
事
業
（
名
ケ
山
地
区
、
轟
木
地
区
、
新
水
地

区
、
北
原
地
区
、
下
条
地
区
）
が
国
民
年
金
の
還
元
融
資
を
受
け

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
は
、
年
金
の
支
給
ば
か
り
で
な
く
社
会
を
住
み
や
す

く
す
る
た
め
に
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

轟木地区簡易水道ポンプ操作室

国民年金還元融資事業

事　業　名 事業費 融資額
千円 千円

老人福祉センター建設 156，680 77，100

武　道　鮪　建　設 195，000 96，900

名ケ山地区簡水新設 149，851 82，900

轟木　　　　〃 106，533 57，800

新水　　〃　浄水施設 15，680 14，100

北原　〃　配水管布設 15，930 14，800

下条　　”　　〃 11，450 10，300
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毎
年
、
六
～
八
月
は
、
一
年
の
う

ち
で
も
水
に
よ
る
犠
牲
者
が
最
も
多

い
時
期
で
す
．

　
一
昨
年
の
例
で
は
、
六
～
八
月
中

に
海
や
川
、
池
、
あ
る
い
は
用
水
堀

な
ど
で
亡
く
な
っ
た
り
行
方
不
明
に

な
っ
た
子
供
（
中
学
生
以
下
）
は
、

ばかりの定期検査1を欝麗

全
国
で
五
百
十
人
を
数
え
て
い
ま
す
。

同
じ
時
期
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ

た
子
供
は
二
百
七
十
六
人
で
、
最
も

恐
ろ
し
い
と
言
わ
れ
る
交
通
事
故
の

ほ
ぼ
二
倍
の
犠
牲
者
が
で
て
い
る
の

で
す
。

　
水
の
事
故
の
約
七
割
は
、
保
護
者

が
そ
ば
に
い
な
い
と
き
に
起
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
と
く
に
水
遊

び
を
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ふ
だ

ん
か
ら
子
供
の
遊
び
場
所
を
知
っ
て

お
き
、
危
険
な
場
所
に
は
子
供
た
ち

だ
け
で
行
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、
保
護
者
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
子
供
を
水
の
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
と
く
に
つ
ぎ
の
よ
う

な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供

を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
、
安
全
な

場
所
で
遊
ば
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
雨
降
り
の
あ
と
な
ど
川
や
用
水
が

増
水
し
て
い
る
と
き
は
、
子
供
を
近

づ
け
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
水
辺
に
い
る
と
き
は
、
子
供
か
ら

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ダ
ム
放
流
に
よ
る

　
水
難
事
故
防
止
も

1
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
ー

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
ダ
ム

放
流
に
よ
る
河
川
の
水
難
事
故
防
止

に
万
全
を
期
す
た
め
、
宮
中
取
水
ダ

ム
か
ら
小
千
谷
発
電
所
ま
で
の
信
濃

川
沿
岸
に
、
警
報
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ

ー
カ
ー
を
設
置
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流

す
る
と
き
は
警
報
し
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
安
全
な
場
所
に
退
避
し
て
く

だ
さ
い
。
・
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー

が
聞
こ
え
な
く
て
も
、
増
水
し
て
き

た
ら
早
く
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
は
、
特
に
増

水
が
早
い
の
で
十
分
注
意
を
。

一
、
台
風
等
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
増

水
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き
。

二
、
発
電
所
の
機
械
が
故
障
の
た
め
、

浅
河
原
調
整
池
の
水
を
余
水
路
か
ら

信
濃
川
に
放
流
す
る
と
き
。

　
子
供
た
ち
だ
け
で
の
川
遊
び
は
非

常
に
危
険
で
す
の
で
、
お
た
が
い
が

注
意
し
．
子
供
を
水
難
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

　
下
水
道
負
担
金
の

　
　
　
　
納
付
を

　
　
　
　
　
第
一
期
六
月
三
十
日

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
五

十
六
年
度
分
の
納
付
書
を
皆
さ
ん
の

お
宅
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

　計量法で取引や証明用に使用している1はかり」

の使用者に対して、知事が行う定期検査を受ける

ことが義務づけられています。今年は下表のとお

り定期検査を実施しますので、対象者はもれなく

受検してください。個人通知をしてありますが、

通知のないかたでも、はかりを取引、証明に使用

しているかたは受検をお願いします。なお、当日

受検できない場合は、期問中の他の目時に受検し

てください。

　期間中に受検しない場合は、後日、計量検定所

長岡支所まで行かなければなりません。

　詳細は、市商工課（溶7－3111番内線266）へ・

月
　
　
　
日

会
場

受
付
時
間

実
　
　
施
　
　
区
　
　
域

7
月
7
日

　
幻

　
（

午
前
9
時
半
～
10
時
半

高
田
町
－
、
2
　
田
中
町
全
域

〃
－o
時
半
ー
n
時
半

本
町
1
上
、
下
　
本
町
東
、
西
1

午
後
1
時
～
2
時

本
町
4
、
5
、
6
の
ー
、
2
、
3

〃
　
2
時
～
3
時

本
町
2
、
3
　
袋
町
全
域
　
栄
町

7
月
8
日

　
㈱

午
前
9
時
半
～
10
時
半

高
田
町
3
全
域
　
昭
和
町
全
域

〃
1
0
時
半
～
n
時
半

丸
山
町
　
西
寺
町
　
七
軒
町
　
泉
町
　
関
口
樋
口
町

加
賀
糸
屋
町
駅
通
り
　
西
浦
町
全
域

館育体民市

午
後
1
時
～
2
時

稲
荷
町
全
域
　
旭
町

〃
　
2
時
～
3
時

西
本
町
1
、
2
干
代
田
町
八
幡
田
町
下
川
原
珂
宮
下
町
全
域

諏
訪
町
神
明
町
水
野
町
若
宮
町
学
校
町
1
2

7
月
9
日

　
㈱

午
前
9
時
半
～
m
時
半

川
原
町
　
江
道
　
猿
倉
　
上
川
町
　
田
川
町
全
域

本
町
7
の
ー
、
2
　
島

〃
m
時
半
～
11
時
半

新
座
全
域
　
高
山
全
域
　
錦
町
コ
、
2
　
美
雪
町
1
、
2
、
3

桜
木
町
　
千
歳
町
春
日
町
1
2
、
3

午
後
1
時
～
2
時

山
本
全
域
　
寿
町
全
域
　
河
内
町

〃
　
2
時
～
3
時

高
田
町
4
、
5
、
6

た
が
、
第
一
期
の
納
期
限
は
六
月
三

十
日
で
す
。
ま
だ
未
納
の
か
た
は
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
．

　
六
月
三
十
日
ま
で
に
五
十
八
年
度

ま
で
の
三
力
年
分
を
ま
と
め
て
一
括

●
下
水
道
・

納
付
し
ま
す
と
負
担
金
に
対
し
て
、

八
・
二
五
％
の
前
納
報
奨
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
各
期
別
納
付
の

場
合
は
便
利
な
預
金
口
座
振
替
の
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
責
任
技
術
者
等

登
録
試
験
結
果

　
下
水
道
供
用
開
始
に
伴
な
い
、
各

家
庭
か
ら
の
汚
水
を
下
水
道
管
に
接

続
す
る
た
め
の
責
任
技
術
者
等
の
資

格
試
験
が
、
六
月
十
四
日
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
資
格
試
験
に
は
、
受

験
申
込
み
を
済
ま
せ
た
責
任
技
術
者

百
四
十
六
名
中
百
三
十
五
名
、
主
任

配
管
工
百
三
十
八
名
中
百
三
十
三
名

程日

が
受
験
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
責

任
技
術
者
の
合
格
者
、
百
四
名
（
合

格
率
七
十
七
％
）
、
主
任
配
管
工
の
合

格
者
百
二
十
二
名
（
合
格
率
九
十
二

％
）
で
し
た
。
合
格
さ
れ
た
か
た
は
、

七
月
中
に
登
録
申
請
事
務
を
済
ま
せ

た
の
ち
、
責
任
技
術
者
等
の
登
録
資

格
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

期検査定

●
消
防
設
備
士
試
験
の
お
知
ら
せ

　
消
防
用
設
備
な
ど
の
工
事
、
整
備
　
　
設
備
士
第
一
類
か
ら
第
七
類
ま
で
．

を
行
う
に
は
消
防
設
備
士
の
資
格
が
　
　
受
付
期
間
　
六
月
二
十
九
日
（
月
）

必
要
で
す
。
県
で
は
、
つ
ぎ
の
要
項
　
　
か
ら
七
月
十
一
日
（
土
）
ま
で

で
消
防
設
備
士
試
験
を
行
い
ま
す
の
　
　
願
書
提
出
先
　
新
潟
市
学
校
町
通
一

で
希
望
者
は
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
番
町
、
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課

期
日
　
八
月
六
日
（
木
）
、
筆
記
試
　
　
消
防
係

験
、
実
技
試
験
と
も
。
　
　
　
　
　
　
　
受
験
願
書
　
用
紙
は
十
日
町
地
域
消

会
場
　
新
潟
市
、
上
越
市
、
長
岡
市
　
　
　
防
本
部
へ
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
詳

試
験
の
種
類
　
甲
種
消
防
設
備
士
第
　
　
細
は
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防

一
類
か
ら
第
五
類
ま
で
．
乙
種
消
防
　
　
課
（
㊧
七
－
一
五
五
五
番
）
へ
。

　
　
●
危
険
物
取
扱
者
試
験
も

　
県
で
は
・
つ
ぎ
の
要
項
で
、
危
険
　
　
受
付
時
間
　
六
月
二
十
五
日
（
木
）

物
取
扱
者
試
験
も
行
い
ま
す
．
　
　
　
　
か
ら
七
月
四
目
（
土
）
ま
で
。

期
日
　
七
月
二
十
八
日
（
火
）
　
　
　
　
願
書
提
出
先
　
新
潟
市
学
校
町
通
一

会
場
　
小
千
谷
市
・
長
岡
市
ほ
か
六
　
番
町
、
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課

会
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
険
物
係

試
験
の
種
類
　
甲
種
危
険
物
取
扱
者
　
　
受
験
願
書
　
用
紙
は
＋
日
町
地
域
消

乙
種
危
険
物
取
扱
者
（
第
四
類
）
、
　
防
本
部
へ
用
意
し
て
あ
り
ま
す
．
詳

丙
種
危
険
物
取
扱
者
　
　
　
　
　
　
　
細
は
、
消
防
本
部
予
防
課
へ
。
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大
物
も
続
々
と
：
…

市
民
つ
り
吠
会
盛
況

　
十
日
町
市
観
光
協
会
主
催
に
よ
る

市
民
魚
つ
り
大
会
が
去
る
六
月
七
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
乱
八

十
人
で
、
少
年
の
部
、
一
般
の
部
、

ヘ
ラ
鮒
の
部
に
わ
か
れ
て
技
を
き
そ

い
ま
し
た
。

　
大
物
賞
は
、
少
年
の
部
優
勝
の
波

形
肇
君
が
四
十
八
㎝
の
見
事
な
鯉
を

つ
り
あ
げ
、
ほ
か
に
も
四
十
㎝
台
の

鯉
が
数
多
く
つ
り
あ
が
り
ま
し
た
。

■
大
会
成
績
（
各
部
優
勝
者
）

　
①
少
年
の
部
　
波
形
肇
（
魚
ノ
田

川
）
　
②
一
般
の
部
井
沢
健
生
（
四

日
町
新
田
一
）
　
③
ヘ
ラ
鮒
の
部
大

橋
正
美
（
美
雪
町
一
）

所
得
税
第
一
期
分
の

　
納
期
は
七
月
三
十
一
目

　
七
月
は
、
所
得
税
の
予
定
納
税
第

一
期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
、
七
月

一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
納

税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
納
税
額
は
、
前
年
の
所
得
税
額
（
予

定
納
税
基
準
額
）
の
三
分
の
一
の
額

で
、
六
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
通
知

さ
れ
て
い
ま
す
。
予
定
納
税
基
準
額

が
十
万
円
よ
り
少
な
い
人
は
、
予
定

納
税
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
た
め
通

知
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ま
で
）
の
で
、
詳
し
く
は
十
日
町

　
ま
た
、
特
別
の
事
情
の
場
合
は
減
　
　
税
務
署
（
8
二
i
三
一
八
一
番
）
に

額
の
申
請
が
で
き
ま
す
（
七
月
十
五
　
　
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
事
業
所
の
み
な
さ
ん
：

　
　
　
　
　
”
調
査
票
は
届
き
ま
し
た
か
”

調
査
日
　
七
月
一
日

調
査
期
間
　
六
月
下
旬
～
七
月
上
旬

　
現
在
、
昭
和
五
十
六
年
事
業
所
統

計
調
査
の
調
査
期
間
中
で
す
。
六
月

下
旬
よ
り
全
市
八
十
二
名
の
調
査
員

が
各
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
の
内
容
は
、
事
業
の
種
類
、

従
業
者
数
な
ど
事
業
所
の
基
本
的
事

項
に
つ
い
て
の
み
で
す
。
「
調
査
票
の

記
入
の
仕
方
」
等
を
参
考
に
黒
鉛
筆

で
記
入
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
国
、
県
の
み
な
ら

ず
、
市
に
お
い
て
も
広
く
利
用
さ
れ
、

産
業
構
造
あ
る
い
は
特
色
等
が
明
ら

か
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
「
よ

り
良
い
市
」
を
築
く
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
も
重
要
な
も
の
で
す
．

　
な
お
、
七
月
上
旬
に
は
各
調
査
員

が
調
査
票
の
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
調
査
票
を
記
入
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

大
型
住
宅
建
設
資
金
の

　
　
　
　
　
融
資
受
付
中

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
大
型
住
宅

建
設
資
金
の
融
資
申
込
み
を
来
年
二

月
末
日
ま
で
取
扱
金
融
機
関
で
受
付

中
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
住
宅
金
融
公
庫

北
関
東
支
所
（
8
0
二
七
二
－
三
二

ー
六
六
五
五
番
）
ま
で
。

給　付　の　種　類 現行額 改正額

年
金
月
額

老齢福祉年金 明治44年4月1日
以前の出生者

　　　円22，500 24，000円
（23，000）

障害福祉年金 1　　　級
2　　　級

33，800
22，500

36，000
24，000

母チ・準母子
福　祉年　金 子が1人のとき 29，300 31，200

支
給
制
限
限
度
額

本人所得（2人世帯）

　老齢福祉年金
　障害福祉年金
　母子（準母子〉福祉年金

年収入

　千円
　2，164

　2，164

　3，610

年収入

　千円
　2，266

　3，000
（据置）

扶養義務者所得　（6人世帯） 8，760 （据置）

公的年金併給限度額 450 480

蘇

給付の種類 現行額
（月額）

改正額
（月額）

老齢年金

5年年金
10年年金
25年年金
40年年金

　　円22，600

26，550

42，000

67，200

　　円24，367

28，625

45，275

72，441

障害年金
1　　級
2　　級

52，250
41，800

56，325
45，058

母　　子

準母子年金
子が1　人
の　　　と　き

41，800 45，058

遺児年金 1人のとき 41，800 45，058

国民年金でこの施設

囑
■
．
・

醤
釦燕　澱庶

灘

　　　任意加入者の母子年金
　昨年の国民年金法の改正で、母子年金額がふえ、

母子加算制度が創設されました。

　しかし、任意加入している奥さんがたのうち、他の

制度から遺族年金を受けているかたには、国民年金

から母子加算はつかないことになっています。また、

年金額は所定額の5分の2が減額されます。

　とと’じも国民年金法等が改正され、昭和55年度の

全国平均消費者物価上昇率7．8％に応じた年金額の引

き上げが行われます。実施時期は、厚生年金と船員

保険が6月、国民年金は7月からです・

　また、無拠出制の福祉年金も改善され、特に老齢

福祉年金は6百万円を区切りとする所得制限が取り

入れられました．実施時期は8月からです。

福祉年金の改正

注）老齢福祉年金の（）内の額は、扶養義務者の所得が年

　　600万円を超え、876万円未満の人の受給額です。

↑老人福祉センターr羽根川荘」↓武道館

拠出年金の改正

　
当
市
の
国
民
年
金
加
入
者
は
一
万
四
千
六
百
六
＋
二
人
、
年
金

受
給
者
は
、
拠
出
・
福
祉
あ
わ
せ
て
七
千
二
百
七
十
四
人
で
す
。

こ
の
人
達
に
支
払
わ
れ
る
年
金
額
は
約
十
八
億
円
余
の
巨
額
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
納
入
し
た
保
険
料
の
積
立
金
は
、
年
金
給
付
の
ほ

か
厚
生
施
設
や
生
活
環
境
施
設
の
建
設
等
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
度
に
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
羽
根
川
荘
」
、

武
道
館
、
簡
易
水
道
事
業
（
名
ケ
山
地
区
、
轟
木
地
区
、
新
水
地

区
、
北
原
地
区
、
下
条
地
区
）
が
国
民
年
金
の
還
元
融
資
を
受
け

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
は
、
年
金
の
支
給
ば
か
り
で
な
く
社
会
を
住
み
や
す

く
す
る
た
め
に
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

轟木地区簡易水道ポンプ操作室

国民年金還元融資事業

事　業　名 事業費 融資額
千円 千円

老人福祉センター建設 156，680 77，100

武　道　鮪　建　設 195，000 96，900

名ケ山地区簡水新設 149，851 82，900

轟木　　　　〃 106，533 57，800

新水　　〃　浄水施設 15，680 14，100

北原　〃　配水管布設 15，930 14，800

下条　　”　　〃 11，450 10，300
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毎
年
、
六
～
八
月
は
、
一
年
の
う

ち
で
も
水
に
よ
る
犠
牲
者
が
最
も
多

い
時
期
で
す
．

　
一
昨
年
の
例
で
は
、
六
～
八
月
中

に
海
や
川
、
池
、
あ
る
い
は
用
水
堀

な
ど
で
亡
く
な
っ
た
り
行
方
不
明
に

な
っ
た
子
供
（
中
学
生
以
下
）
は
、

ばかりの定期検査1を欝麗

全
国
で
五
百
十
人
を
数
え
て
い
ま
す
。

同
じ
時
期
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ

た
子
供
は
二
百
七
十
六
人
で
、
最
も

恐
ろ
し
い
と
言
わ
れ
る
交
通
事
故
の

ほ
ぼ
二
倍
の
犠
牲
者
が
で
て
い
る
の

で
す
。

　
水
の
事
故
の
約
七
割
は
、
保
護
者

が
そ
ば
に
い
な
い
と
き
に
起
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
と
く
に
水
遊

び
を
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ふ
だ

ん
か
ら
子
供
の
遊
び
場
所
を
知
っ
て

お
き
、
危
険
な
場
所
に
は
子
供
た
ち

だ
け
で
行
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、
保
護
者
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
子
供
を
水
の
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
と
く
に
つ
ぎ
の
よ
う

な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供

を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
、
安
全
な

場
所
で
遊
ば
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
雨
降
り
の
あ
と
な
ど
川
や
用
水
が

増
水
し
て
い
る
と
き
は
、
子
供
を
近

づ
け
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
水
辺
に
い
る
と
き
は
、
子
供
か
ら

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ダ
ム
放
流
に
よ
る

　
水
難
事
故
防
止
も

1
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
ー

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
ダ
ム

放
流
に
よ
る
河
川
の
水
難
事
故
防
止

に
万
全
を
期
す
た
め
、
宮
中
取
水
ダ

ム
か
ら
小
千
谷
発
電
所
ま
で
の
信
濃

川
沿
岸
に
、
警
報
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ

ー
カ
ー
を
設
置
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流

す
る
と
き
は
警
報
し
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
安
全
な
場
所
に
退
避
し
て
く

だ
さ
い
。
・
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー

が
聞
こ
え
な
く
て
も
、
増
水
し
て
き

た
ら
早
く
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
は
、
特
に
増

水
が
早
い
の
で
十
分
注
意
を
。

一
、
台
風
等
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
増

水
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き
。

二
、
発
電
所
の
機
械
が
故
障
の
た
め
、

浅
河
原
調
整
池
の
水
を
余
水
路
か
ら

信
濃
川
に
放
流
す
る
と
き
。

　
子
供
た
ち
だ
け
で
の
川
遊
び
は
非

常
に
危
険
で
す
の
で
、
お
た
が
い
が

注
意
し
．
子
供
を
水
難
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

　
下
水
道
負
担
金
の

　
　
　
　
納
付
を

　
　
　
　
　
第
一
期
六
月
三
十
日

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
五

十
六
年
度
分
の
納
付
書
を
皆
さ
ん
の

お
宅
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

　計量法で取引や証明用に使用している1はかり」

の使用者に対して、知事が行う定期検査を受ける

ことが義務づけられています。今年は下表のとお

り定期検査を実施しますので、対象者はもれなく

受検してください。個人通知をしてありますが、

通知のないかたでも、はかりを取引、証明に使用

しているかたは受検をお願いします。なお、当日

受検できない場合は、期問中の他の目時に受検し

てください。

　期間中に受検しない場合は、後日、計量検定所

長岡支所まで行かなければなりません。

　詳細は、市商工課（溶7－3111番内線266）へ・

月
　
　
　
日

会
場

受
付
時
間

実
　
　
施
　
　
区
　
　
域

7
月
7
日

　
幻

　
（

午
前
9
時
半
～
10
時
半

高
田
町
－
、
2
　
田
中
町
全
域

〃
－o
時
半
ー
n
時
半

本
町
1
上
、
下
　
本
町
東
、
西
1

午
後
1
時
～
2
時

本
町
4
、
5
、
6
の
ー
、
2
、
3

〃
　
2
時
～
3
時

本
町
2
、
3
　
袋
町
全
域
　
栄
町

7
月
8
日

　
㈱

午
前
9
時
半
～
10
時
半

高
田
町
3
全
域
　
昭
和
町
全
域

〃
1
0
時
半
～
n
時
半

丸
山
町
　
西
寺
町
　
七
軒
町
　
泉
町
　
関
口
樋
口
町

加
賀
糸
屋
町
駅
通
り
　
西
浦
町
全
域

館育体民市

午
後
1
時
～
2
時

稲
荷
町
全
域
　
旭
町

〃
　
2
時
～
3
時

西
本
町
1
、
2
干
代
田
町
八
幡
田
町
下
川
原
珂
宮
下
町
全
域

諏
訪
町
神
明
町
水
野
町
若
宮
町
学
校
町
1
2

7
月
9
日

　
㈱

午
前
9
時
半
～
m
時
半

川
原
町
　
江
道
　
猿
倉
　
上
川
町
　
田
川
町
全
域

本
町
7
の
ー
、
2
　
島

〃
m
時
半
～
11
時
半

新
座
全
域
　
高
山
全
域
　
錦
町
コ
、
2
　
美
雪
町
1
、
2
、
3

桜
木
町
　
千
歳
町
春
日
町
1
2
、
3

午
後
1
時
～
2
時

山
本
全
域
　
寿
町
全
域
　
河
内
町

〃
　
2
時
～
3
時

高
田
町
4
、
5
、
6

た
が
、
第
一
期
の
納
期
限
は
六
月
三

十
日
で
す
。
ま
だ
未
納
の
か
た
は
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
．

　
六
月
三
十
日
ま
で
に
五
十
八
年
度

ま
で
の
三
力
年
分
を
ま
と
め
て
一
括

●
下
水
道
・

納
付
し
ま
す
と
負
担
金
に
対
し
て
、

八
・
二
五
％
の
前
納
報
奨
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
各
期
別
納
付
の

場
合
は
便
利
な
預
金
口
座
振
替
の
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
責
任
技
術
者
等

登
録
試
験
結
果

　
下
水
道
供
用
開
始
に
伴
な
い
、
各

家
庭
か
ら
の
汚
水
を
下
水
道
管
に
接

続
す
る
た
め
の
責
任
技
術
者
等
の
資

格
試
験
が
、
六
月
十
四
日
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
資
格
試
験
に
は
、
受

験
申
込
み
を
済
ま
せ
た
責
任
技
術
者

百
四
十
六
名
中
百
三
十
五
名
、
主
任

配
管
工
百
三
十
八
名
中
百
三
十
三
名

程日

が
受
験
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
責

任
技
術
者
の
合
格
者
、
百
四
名
（
合

格
率
七
十
七
％
）
、
主
任
配
管
工
の
合

格
者
百
二
十
二
名
（
合
格
率
九
十
二

％
）
で
し
た
。
合
格
さ
れ
た
か
た
は
、

七
月
中
に
登
録
申
請
事
務
を
済
ま
せ

た
の
ち
、
責
任
技
術
者
等
の
登
録
資

格
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

期検査定

●
消
防
設
備
士
試
験
の
お
知
ら
せ

　
消
防
用
設
備
な
ど
の
工
事
、
整
備
　
　
設
備
士
第
一
類
か
ら
第
七
類
ま
で
．

を
行
う
に
は
消
防
設
備
士
の
資
格
が
　
　
受
付
期
間
　
六
月
二
十
九
日
（
月
）

必
要
で
す
。
県
で
は
、
つ
ぎ
の
要
項
　
　
か
ら
七
月
十
一
日
（
土
）
ま
で

で
消
防
設
備
士
試
験
を
行
い
ま
す
の
　
　
願
書
提
出
先
　
新
潟
市
学
校
町
通
一

で
希
望
者
は
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
番
町
、
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課

期
日
　
八
月
六
日
（
木
）
、
筆
記
試
　
　
消
防
係

験
、
実
技
試
験
と
も
。
　
　
　
　
　
　
　
受
験
願
書
　
用
紙
は
十
日
町
地
域
消

会
場
　
新
潟
市
、
上
越
市
、
長
岡
市
　
　
　
防
本
部
へ
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
詳

試
験
の
種
類
　
甲
種
消
防
設
備
士
第
　
　
細
は
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防

一
類
か
ら
第
五
類
ま
で
．
乙
種
消
防
　
　
課
（
㊧
七
－
一
五
五
五
番
）
へ
。

　
　
●
危
険
物
取
扱
者
試
験
も

　
県
で
は
・
つ
ぎ
の
要
項
で
、
危
険
　
　
受
付
時
間
　
六
月
二
十
五
日
（
木
）

物
取
扱
者
試
験
も
行
い
ま
す
．
　
　
　
　
か
ら
七
月
四
目
（
土
）
ま
で
。

期
日
　
七
月
二
十
八
日
（
火
）
　
　
　
　
願
書
提
出
先
　
新
潟
市
学
校
町
通
一

会
場
　
小
千
谷
市
・
長
岡
市
ほ
か
六
　
番
町
、
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課

会
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
険
物
係

試
験
の
種
類
　
甲
種
危
険
物
取
扱
者
　
　
受
験
願
書
　
用
紙
は
＋
日
町
地
域
消

乙
種
危
険
物
取
扱
者
（
第
四
類
）
、
　
防
本
部
へ
用
意
し
て
あ
り
ま
す
．
詳

丙
種
危
険
物
取
扱
者
　
　
　
　
　
　
　
細
は
、
消
防
本
部
予
防
課
へ
。
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県
内
に
は
現
在
約
二
百
名
の
子
ど

も
た
ち
が
、
い
ろ
ん
な
事
情
か
ら
家

庭
で
両
親
ζ
一
緒
に
生
活
で
き
ず
に

五
ヵ
所
の
養
護
施
設
で
あ
た
た
か
い

愛
情
を
も
っ
て
養
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
施
設
で
の
集
団
指
導
だ

け
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
巣

立
っ
た
と
き
に
必
要
な
一
般
常
識
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
の
は
ま
だ
不
十
分

な
面
が
あ
り
ま
す
。

　
学
校
で
の
成
績
が
優
秀
で
立
派
に

社
会
に
出
て
就
職
で
き
て
も
、
一
般

社
会
で
の
生
活
を
肌
で
経
験
し
て
い

な
い
た
め
、
失
敗
す
る
例
も
あ
り
ま

す
。　

こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
十
日
町
市
で

子
ど
も
た
ち
に
、
一
般
家
庭
で
の
生

活
を
一
日
で
も
多
く
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
社
会
性
と
自
立
性
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
た
め
、
八
月
八
日
か
ら

十
日
ま
で
一
日
里
親
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
里
親
の
受
入
れ
姿
勢
と
し
て
は
、

「
お
孫
さ
ん
」
か
「
お
子
さ
ん
の
友

達
」
が
泊
り
に
来
た
よ
う
な
軽
い
気

持
ち
で
特
別
な
心
遣
い
や
特
別
な
準

真
田
野
球
場
が
竣
工
〃
“

　
昨
年
七
月
か
ら
“
魅
力
あ
る
郷

土
建
設
整
備
モ
デ
ル
事
業
”
と
し

て
、
鉢
の
コ
ウ
カ
平
に
造
成
が
進

め
ら
れ
て
い
た
真
田
野
球
場
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
野
球
場
は
、
広
さ
約
一
万

七
千
平
方
冒
（
左
翼
九
十
㌶
、
右

翼
八
十
五
材
）
で
、
野
球
場
の
ほ

　
　
一
周
二
百
材
の
ト
ラ
ッ
ク
を

と
れ
る
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
六
月
十
三
日
の
野
球
場
開
き
に

は
市
長
の
始
球
式
の
あ
と
、
地
元

青
年
団
の
紅
白
試
合
が
行
わ
れ
、

新
装
の
野
球
場
と
、
若
い
人
た
ち

の
声
が
素
晴
し
い
景
観
に
新
鮮
に

　
ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
野
球
場
の
使
用
に
つ
　
て

よ
、
市
民
な
ら
誰
れ
も
が
使
用
で

き
ま
す
の
で
、
吉
田
地
区
公
民
館

（
8
二
－
二
八
七
四
番
）
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ

　
な
お
今
年
度
に
つ
　
て
の
み
、

使
用
料
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

備
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
こ
れ

ら
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
愛

の
手
を
さ
し
の
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
里
親
事
業
の
対
象
児
童
は
、

聖
母
愛
児
園
（
見
附
市
）
の
四
歳
～

十
七
歳
ま
で
の
二
十
五
人
位
で
す
。

　
詳
細
は
七
月
十
日
の
市
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
人
は

市
社
会
事
務
所
福
祉
係
に
早
目
に
申

出
て
く
だ
さ
い
。

来たれ！海外農業を学び明日の日本農業に役立てよう！／

海外派遣農業実習・研修生募集

重
度
（
7
二
級
）

身
体
障
害
者
の

　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

ー
研
修
慰
安
旅
行
を
実
施
1

　
十
日
町
青
年
会
議
所
で
は
、
毎
年

行
っ
て
い
る
旅
行
を
、
今
年
は
九
月

六
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
日
程
は
決
ま
っ
て
い
ま

　
㎜
　
新
潟
県
国
際
農
村
青
年
協
会
（
事
務
局
は
県
庁
農
…

　
…
産
晋
及
課
）
で
は
、
農
村
青
年
を
海
外
諸
国
に
派
遣
…

　
㎜
し
、
実
習
や
研
修
を
通
じ
近
代
的
農
業
と
国
際
的
視
…

　
㎜
野
を
培
い
、
帰
国
後
は
地
域
農
業
の
中
核
的
担
い
手
｝

　
…
と
な
る
青
年
の
育
成
を
目
的
と
し
て
海
外
派
遣
の
農
　

　
㎜
業
実
習
生
（
一
年
間
）
、
研
修
生
（
二
年
間
）
を
募
…

　
｛
集
し
て
い
ま
す
。

◎
応
嚢
掌
・
。
・
馨
訳
読
峨
董
勢
災

　
和D
年
齢
は
十
λ
玉
三
十
撒
　
ー
　
藷
職
驚
徴
、
’

　
鋤
現
在
襲
業
に
従
事
し
将
来
も
従
峯
観
る
人
．

　
鋤
痛
卒
穣
度
か
、
農
業
関
係
研
修
機
閑
、
短
大
、
大
学
に

在
齎
ま
糞
微
在
学
中
で
農
業
に
従
宴
嚢
た
は
農
業
郎
矯
”
で
国

際
協
力
め
分
野
に
進
出
し
よ
う
と
ず
る
人
。

　
樹
濃
業
改
良
普
及
員
、
農
協
営
農
指
導
員
な
ど
直
接
農
業

者
を
掬
導
し
て
い
る
技
術
考

　
㈲
墨
想
的
に
か
た
よ
ら
ず
、
健
康
で
性
椿
明
朗
な
人

‘
⑥
体
絡
が
お
お
む
ね
体
重
玉
十
五
㎏
身
長
百
六
十
q
臨
以
上

⑳
人
で
、
い
ま
ま
で
に
こ
の
事
業
に
参
湘
し
て
な
い
人
。

　
◎
派
遼
先
と
予
定
人
員

ア饗，暴蹴』

　　．臓200名
カナタ麟磯絢讐≧。6名

ヨー璽ツパ各国
ヂンマーク、、

茜ドィィう1銘

オランダノ
ニ講一ジーランド
　　　・・一・4名
アメリカノ、ワイ州

　　　・ρ一4名
プラジル…i蕎干名

お閥い含わせは

牽β町布役所

　　．農林課へ

せ
ん
が
、
バ
ス
で
新
潟
市
に
高
速
道

路
で
と
び
、
飛
行
場
、
福
祉
工
場
や

そ
の
他
市
内
の
見
学
を
し
て
帰
る
予

定
で
す
。

　
参
加
申
込
み
は
七
月
十
五
日
ま
で

に
市
社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係
（
魯

七
i
三
二
一
番
内
線
二
一
四
）
へ

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
新
潟
市
内
で

行
き
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
日
曜
日
も
開
催

　
　
　
　
県
立
図
書
館

●
開
館
日
　
第
二
・
四
日
曜

　
（
た
だ
し
祝
祭
日
を
除
く
）

●
時
間

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

●
開
館
す
る
室

　
一
般
閲
覧
室
・
郷
土
県
政
資

料
室
・
新
聞
閲
覧
室
・
児
童
室

　
あ
す
な
ろ
会
で
は
、
恒
例
に
な
り

ま
し
た
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
つ
ぎ
の

と
お
り
計
画
し
ま
し
た
。
年
々
参
加

者
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
参
加
希
望

者
は
早
目
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
6
期
日
　
七
月
二
十
五
～
二
十
六

　
　
　
日
（
土
～
日
）

　
■
行
く
先
　
尾
瀬
沼

　
■
参
加
費
　
一
人
五
千
五
百
円

　
（
七
月
二
十
一
日
の
説
明
会
で

納
入
し
て
く
だ
さ
い
）

■
募
集
人
員
　
五
十
五
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
に
締
切
り
）

膿
申
込
み
先
　
市
民
体
育
館

　
（
8
七
－
五
二
〇
八
番
）

■
そ
の
他
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、

市
民
体
育
館
と
市
民
会
館
に
あ

　り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
6
月
瓢
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
芦

ビ
ク
タ
ー
ス
テ
レ
オ

中
　
　
古

二
万
五
千
円

ロ
　
ッ
　
カ
　
i

（
二
人
用
）

中
　
古

三
　
千
円

パ
・
マ
湯
沸
器

（
1
3
号
）

〃

四
万
五
千
円

五
万
円

ス
チ
ー
ル
事
務
机

（
イ
ス
付
片
袖
）

〃

八
　
千
円

ソ
ニ
ー
ス
テ
レ
オ

〃

四
　
万
　
円

ス
チ
ー
ル
事
務
机

（
イ
ス
付
両
袖
）

〃

二
　
万
円

日
立
冷
蔵
庫

〃

一
万
五
千
円

二
万
円

裁
　
　
　
　
　
板

（
鵬
×
紹
×
”
）

〃

一
　
万
円

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

コ
ロ
ン
ビ
ア

シ
ス
テ
ム
コ
ン
ポ

〃

二
二
万
円

～
一
五
万
円

婦
人
用
自
転
車

〃

三
千
円
位

三
菱
ミ
シ
ン

（
足
ふ
み
）

〃

二
　
万
円

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

（
14
型
）

O
　
〃

一
万
円
～

一
万
五
千
円

ロ
　
　
ッ
　
カ
　
　
ー

（
三
人
用
）

μ

一
　
万
円

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

（
英
文
）

〃

相
談
で

IOI（第3種郵便認可）昭和56年6月25日”””馨06”Ill”“

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
集

1
6
月
1
6
目
羽
根
川
荘
1

　
去
る
六
月
十
六
日
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
羽
根
川
荘
に
お
い
て
「
ひ
と

り
暮
ら
し
老
人
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

昭
和
五
十
四
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
、

会
場
も
今
ま
で
御
陣
荘
で
行
っ
た
も

の
を
今
年
か
ら
新
装
な
っ
た
羽
根
川

荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
年
一
回
の
こ
の
集
い
に
参
加
し
た

六
十
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人

の
皆
さ
ん
五
十
六
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
日
頃
考
え
て
い
る
問
題
、
雪
堀
り

の
苦
労
、
病
気
の
心
配
な
ど
を
懇
談

会
の
話
題
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
民
踊
グ
ル
ー
プ
「
美
野
里

会
」
の
踊
り
や
、
羽
根
川
荘
自
満
の

い

温
泉
に
つ
か
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
し
ま
し
た
。

　
現
在
市
内
に
は
、
約
百
三
十
人
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
が
い
ま
す
が
、

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
三

分
の
二
が
女
性
と
な
っ
て
い
る
の
も

ひ
と
、
、
の
特
徴
の
よ
う
で
す
。

灘粥識鵬瓢弊〔髪聞跨一，時、。分）

σ）”1”川ll”1”1”1”魯6”936”』5廿緬”811髄9－30洲

会場 飛一小学校 六箇小学校 八箇小学校 東下組小学校 名ケ山小学校 真田小学校

内容 卓　　球
ミニテニス他
ゲ　　ー　　ム

民　　踊 バドミントン レクダンス 卓　　球

期日

6／25
7／2
7／9
7／16
7／23

6／26
7／3
7／10
7／17
7／24

7／1
7／8
7／15
7／22

6／25
7／2
7／9
7／16
7／23

7／2
7／9
7／16
7／23
7／30

7／1
7／8
7／15
7／22

～健康増進は正確なラジオ体操から～

■期日　7月12日（日）

　　　午前9時～午前11時30分

■会場　十日町小グラウンド

　　　　（雨天の場合は体育館）

■問い合わせ　市体育館

…
一
…
…
一
…
…
…
－
…
…
一
一
…
…
…
…
甲
≡
…
…
一
＝
…
…
＝
曹
…
＝
…
＝
≡
…
一
…
冒
…
一
一
…

市展ポスター募集中！7

　　～締切りは6月30日～

◎
内
容
　
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

　
ω
大
き
さ
　
B
三
判
（
大
洋
紙
⊥
4
・
39
㎝
×
54
㎝
）

　
ω
色
　
地
色
を
含
め
三
色
以
内

　
圖
使
用
文
字
　
　
「
第
1
4
回
」
　
「
市
展
」

◎
宛
先
　
市
公
民
館
市
展
係

（
雪
七
ー
五
〇
一
一
番
）

◎
締
切
日
　
六
月
三
十
日
㈹

◎
賞
　
入
選
一
点
（
賞
金
一
万
円
）

　
　
　
佳
作
数
点
（
賞
品
）

　　　　　（学童町内対抗戦）

■期日　8月1～2日
■会場

　青少年野外スポーツセンター

■申込み　市体育課

　　　　　（台7－3111番内線275）

博
物
館
資
料
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
月
～
五
月
分
）

博
物
館
友
の
会
民
俗
研
究
グ
ル
ー
プ

中
条
地
区
公
民
館

十
日
町
染
織
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

多
　
摩
　
市

下
条
地
区
体
育
協
会

中
条
地
区
公
民
館
歴
史
講
座

国
士
館
大
学
文
学
部

新
潟
県
史
編
さ
ん
室

立
教
大
学
学
校
社
会
教
育
講
座

赤
泊
村
教
育
委
員
会

中
条
町
教
育
委
員
会

湯
沢
町
教
育
委
員
会

睦
織
物
株
式
会
社
（
新
座
）

大
久
保
　
健

保
坂
　
浩
司

山
下
　
英
世

富
井
　
　
勉

村
山
　
栄
作

（
新
座
四
）

（
細
尾
）

（
東
京
）

（
馬
場
一
）

（
池
之
平
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
～

　
　
　
　
　
に
　
り
ん
略

駒
人
な
鵠

　
　
日
　
　
　
　
北
登
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
木
玉

　
　
十
　
　
　
　
中
藤
埼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
～

★
今
か
ら
三
年
前
、
埼
玉
県
川
越
市

か
ら
十
日
町
に
嫁
い
で
来
た
の
は
、

藤
木
登
美
子
さ
ん
（
二
十
八
歳
）
で

す
。
夫
の
昇
和
さ
ん
（
放
射
線
技
師
）

と
と
も
に
現
在
は
、
中
条
病
院
に
勤

務
。
東
京
の
あ
る
大
学
病
院
で
夫
の

昇
和
さ
ん
と
知
り
合
い
、
結
婚
し
て

そ
の
後
三
年
間
は
看
護
婦
の
仕
事
か

ら
離
れ
、
家
事
、
育
児
に
専
念
し
て

い
ま
し
た
。

★
三
年
間
の
十
日
町
の
印
象
は
「
山

・
水
な
ど
自
然
環
境
が
き
れ
い
だ
な

あ
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に

私
は
山
が
好
き
で
、
春
先
の
山
菜
取

り
は
大
好
き
で
す
。
た
だ
そ
の
料
理

が
ま
だ
駄
目
な
ん
で
す
よ
。
」

★
久
し
ぶ
り
に
勤
め
て
い
る
看
護
婦

の
仕
事
（
精
神
科
）
に
つ
　
て
は
、

「
ま
わ
り
の
人
達
が
親
切
な
人
ば
か

り
で
、
楽
じ
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

以
前
の
病
院
と
比
較
し
て
み
る
と
、

患
者
さ
ん
は
、
言
葉
が
穏
や
か
で
す

し
．
都
会
の
人
と
異
っ
て
、
せ
こ
せ

こ
し
て
い
な
い
で
、
の
ん
び
り
し
て

い
ま
す
ね
。
」

★
「
知
り
合
い
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

来
た
頃
は
孤
独
感
も
少
し
あ
り
ま
し

た
が
、
活
花
を
し
た
り
、
主
人
の
仲

間
の
皆
さ
ん
と
硬
式
テ
ニ
ス
を
し
た

り
し
て
、
淋
し
さ
、
不
安
な
ど
ほ
と

ん
ど
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

　
月
に
何
度
か
す
る
テ
ニ
ス
は
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
た
い
と
お
二

人
で
顔
を
見
合
わ
せ
て
う
な
ず
い
て

い
る
姿
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー
マ
ン

の
清
々
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

下
条
地
区
公
民
館

小
宮
山
　
浩

大
島
　
伊
一

庭
野
　
カ
ヨ

春
日
　
政
一

桑
原
　
芳
枝

下
条
小
学
校

川
治
小
学
校

（
丸
山
町
）

（
水
野
町
）

（
五
軒
新
田
）

（
四
日
町
四
）

（
新
座
二
）

関
ロ
　
ミ
ツ

庭
野
　
雅
弘

増
田
　
　
悟

増
山
　
ゆ
き

下
条
中
学
校

小
川
　
秀
政

庭
野
　
重
信

（
泉
町
）

（
田
中
町
本
通
）

（
下
川
原
町
）

（
藤
沢
市
）

（
高
田
町
四
）

（
西
寺
町
）

　
　
（
敬
称
略
）

電
話
番
号
の
お
知
ら
せ
ほ
六
箇
地
区
公
民
館
（
溶
二
－
五
四
三
四
番
）
・
六
箇
保
育
所
（
E
二
ー
三
四
一
八
番
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）



O
掩
、
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県
内
に
は
現
在
約
二
百
名
の
子
ど

も
た
ち
が
、
い
ろ
ん
な
事
情
か
ら
家

庭
で
両
親
ζ
一
緒
に
生
活
で
き
ず
に

五
ヵ
所
の
養
護
施
設
で
あ
た
た
か
い

愛
情
を
も
っ
て
養
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
施
設
で
の
集
団
指
導
だ

け
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
巣

立
っ
た
と
き
に
必
要
な
一
般
常
識
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
の
は
ま
だ
不
十
分

な
面
が
あ
り
ま
す
。

　
学
校
で
の
成
績
が
優
秀
で
立
派
に

社
会
に
出
て
就
職
で
き
て
も
、
一
般

社
会
で
の
生
活
を
肌
で
経
験
し
て
い

な
い
た
め
、
失
敗
す
る
例
も
あ
り
ま

す
。　

こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
十
日
町
市
で

子
ど
も
た
ち
に
、
一
般
家
庭
で
の
生

活
を
一
日
で
も
多
く
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
社
会
性
と
自
立
性
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
た
め
、
八
月
八
日
か
ら

十
日
ま
で
一
日
里
親
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
里
親
の
受
入
れ
姿
勢
と
し
て
は
、

「
お
孫
さ
ん
」
か
「
お
子
さ
ん
の
友

達
」
が
泊
り
に
来
た
よ
う
な
軽
い
気

持
ち
で
特
別
な
心
遣
い
や
特
別
な
準

真
田
野
球
場
が
竣
工
〃
“

　
昨
年
七
月
か
ら
“
魅
力
あ
る
郷

土
建
設
整
備
モ
デ
ル
事
業
”
と
し

て
、
鉢
の
コ
ウ
カ
平
に
造
成
が
進

め
ら
れ
て
い
た
真
田
野
球
場
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
野
球
場
は
、
広
さ
約
一
万

七
千
平
方
冒
（
左
翼
九
十
㌶
、
右

翼
八
十
五
材
）
で
、
野
球
場
の
ほ

　
　
一
周
二
百
材
の
ト
ラ
ッ
ク
を

と
れ
る
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
六
月
十
三
日
の
野
球
場
開
き
に

は
市
長
の
始
球
式
の
あ
と
、
地
元

青
年
団
の
紅
白
試
合
が
行
わ
れ
、

新
装
の
野
球
場
と
、
若
い
人
た
ち

の
声
が
素
晴
し
い
景
観
に
新
鮮
に

　
ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
野
球
場
の
使
用
に
つ
　
て

よ
、
市
民
な
ら
誰
れ
も
が
使
用
で

き
ま
す
の
で
、
吉
田
地
区
公
民
館

（
8
二
－
二
八
七
四
番
）
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ

　
な
お
今
年
度
に
つ
　
て
の
み
、

使
用
料
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

備
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
こ
れ

ら
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
愛

の
手
を
さ
し
の
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
里
親
事
業
の
対
象
児
童
は
、

聖
母
愛
児
園
（
見
附
市
）
の
四
歳
～

十
七
歳
ま
で
の
二
十
五
人
位
で
す
。

　
詳
細
は
七
月
十
日
の
市
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
人
は

市
社
会
事
務
所
福
祉
係
に
早
目
に
申

出
て
く
だ
さ
い
。

来たれ！海外農業を学び明日の日本農業に役立てよう！／

海外派遣農業実習・研修生募集

重
度
（
7
二
級
）

身
体
障
害
者
の

　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

ー
研
修
慰
安
旅
行
を
実
施
1

　
十
日
町
青
年
会
議
所
で
は
、
毎
年

行
っ
て
い
る
旅
行
を
、
今
年
は
九
月

六
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
日
程
は
決
ま
っ
て
い
ま

　
㎜
　
新
潟
県
国
際
農
村
青
年
協
会
（
事
務
局
は
県
庁
農
…

　
…
産
晋
及
課
）
で
は
、
農
村
青
年
を
海
外
諸
国
に
派
遣
…

　
㎜
し
、
実
習
や
研
修
を
通
じ
近
代
的
農
業
と
国
際
的
視
…

　
㎜
野
を
培
い
、
帰
国
後
は
地
域
農
業
の
中
核
的
担
い
手
｝

　
…
と
な
る
青
年
の
育
成
を
目
的
と
し
て
海
外
派
遣
の
農
　

　
㎜
業
実
習
生
（
一
年
間
）
、
研
修
生
（
二
年
間
）
を
募
…

　
｛
集
し
て
い
ま
す
。

◎
応
嚢
掌
・
。
・
馨
訳
読
峨
董
勢
災

　
和D
年
齢
は
十
λ
玉
三
十
撒
　
ー
　
藷
職
驚
徴
、
’

　
鋤
現
在
襲
業
に
従
事
し
将
来
も
従
峯
観
る
人
．

　
鋤
痛
卒
穣
度
か
、
農
業
関
係
研
修
機
閑
、
短
大
、
大
学
に

在
齎
ま
糞
微
在
学
中
で
農
業
に
従
宴
嚢
た
は
農
業
郎
矯
”
で
国

際
協
力
め
分
野
に
進
出
し
よ
う
と
ず
る
人
。

　
樹
濃
業
改
良
普
及
員
、
農
協
営
農
指
導
員
な
ど
直
接
農
業

者
を
掬
導
し
て
い
る
技
術
考

　
㈲
墨
想
的
に
か
た
よ
ら
ず
、
健
康
で
性
椿
明
朗
な
人

‘
⑥
体
絡
が
お
お
む
ね
体
重
玉
十
五
㎏
身
長
百
六
十
q
臨
以
上

⑳
人
で
、
い
ま
ま
で
に
こ
の
事
業
に
参
湘
し
て
な
い
人
。

　
◎
派
遼
先
と
予
定
人
員

ア饗，暴蹴』

　　．臓200名
カナタ麟磯絢讐≧。6名

ヨー璽ツパ各国
ヂンマーク、、

茜ドィィう1銘

オランダノ
ニ講一ジーランド
　　　・・一・4名
アメリカノ、ワイ州

　　　・ρ一4名
プラジル…i蕎干名

お閥い含わせは

牽β町布役所

　　．農林課へ

せ
ん
が
、
バ
ス
で
新
潟
市
に
高
速
道

路
で
と
び
、
飛
行
場
、
福
祉
工
場
や

そ
の
他
市
内
の
見
学
を
し
て
帰
る
予

定
で
す
。

　
参
加
申
込
み
は
七
月
十
五
日
ま
で

に
市
社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係
（
魯

七
i
三
二
一
番
内
線
二
一
四
）
へ

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
新
潟
市
内
で

行
き
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
日
曜
日
も
開
催

　
　
　
　
県
立
図
書
館

●
開
館
日
　
第
二
・
四
日
曜

　
（
た
だ
し
祝
祭
日
を
除
く
）

●
時
間

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

●
開
館
す
る
室

　
一
般
閲
覧
室
・
郷
土
県
政
資

料
室
・
新
聞
閲
覧
室
・
児
童
室

　
あ
す
な
ろ
会
で
は
、
恒
例
に
な
り

ま
し
た
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
つ
ぎ
の

と
お
り
計
画
し
ま
し
た
。
年
々
参
加

者
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
参
加
希
望

者
は
早
目
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
6
期
日
　
七
月
二
十
五
～
二
十
六

　
　
　
日
（
土
～
日
）

　
■
行
く
先
　
尾
瀬
沼

　
■
参
加
費
　
一
人
五
千
五
百
円

　
（
七
月
二
十
一
日
の
説
明
会
で

納
入
し
て
く
だ
さ
い
）

■
募
集
人
員
　
五
十
五
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
に
締
切
り
）

膿
申
込
み
先
　
市
民
体
育
館

　
（
8
七
－
五
二
〇
八
番
）

■
そ
の
他
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、

市
民
体
育
館
と
市
民
会
館
に
あ

　り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
6
月
瓢
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
芦

ビ
ク
タ
ー
ス
テ
レ
オ

中
　
　
古

二
万
五
千
円

ロ
　
ッ
　
カ
　
i

（
二
人
用
）

中
　
古

三
　
千
円

パ
・
マ
湯
沸
器

（
1
3
号
）

〃

四
万
五
千
円

五
万
円

ス
チ
ー
ル
事
務
机

（
イ
ス
付
片
袖
）

〃

八
　
千
円

ソ
ニ
ー
ス
テ
レ
オ

〃

四
　
万
　
円

ス
チ
ー
ル
事
務
机

（
イ
ス
付
両
袖
）

〃

二
　
万
円

日
立
冷
蔵
庫

〃

一
万
五
千
円

二
万
円

裁
　
　
　
　
　
板

（
鵬
×
紹
×
”
）

〃

一
　
万
円

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

コ
ロ
ン
ビ
ア

シ
ス
テ
ム
コ
ン
ポ

〃

二
二
万
円

～
一
五
万
円

婦
人
用
自
転
車

〃

三
千
円
位

三
菱
ミ
シ
ン

（
足
ふ
み
）

〃

二
　
万
円

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

（
14
型
）

O
　
〃

一
万
円
～

一
万
五
千
円

ロ
　
　
ッ
　
カ
　
　
ー

（
三
人
用
）

μ

一
　
万
円

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

（
英
文
）

〃

相
談
で
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ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
集

1
6
月
1
6
目
羽
根
川
荘
1

　
去
る
六
月
十
六
日
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
羽
根
川
荘
に
お
い
て
「
ひ
と

り
暮
ら
し
老
人
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

昭
和
五
十
四
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
、

会
場
も
今
ま
で
御
陣
荘
で
行
っ
た
も

の
を
今
年
か
ら
新
装
な
っ
た
羽
根
川

荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
年
一
回
の
こ
の
集
い
に
参
加
し
た

六
十
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人

の
皆
さ
ん
五
十
六
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
日
頃
考
え
て
い
る
問
題
、
雪
堀
り

の
苦
労
、
病
気
の
心
配
な
ど
を
懇
談

会
の
話
題
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
民
踊
グ
ル
ー
プ
「
美
野
里

会
」
の
踊
り
や
、
羽
根
川
荘
自
満
の

い

温
泉
に
つ
か
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
し
ま
し
た
。

　
現
在
市
内
に
は
、
約
百
三
十
人
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
が
い
ま
す
が
、

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
三

分
の
二
が
女
性
と
な
っ
て
い
る
の
も

ひ
と
、
、
の
特
徴
の
よ
う
で
す
。

灘粥識鵬瓢弊〔髪聞跨一，時、。分）

σ）”1”川ll”1”1”1”魯6”936”』5廿緬”811髄9－30洲

会場 飛一小学校 六箇小学校 八箇小学校 東下組小学校 名ケ山小学校 真田小学校

内容 卓　　球
ミニテニス他
ゲ　　ー　　ム

民　　踊 バドミントン レクダンス 卓　　球

期日

6／25
7／2
7／9
7／16
7／23

6／26
7／3
7／10
7／17
7／24

7／1
7／8
7／15
7／22

6／25
7／2
7／9
7／16
7／23

7／2
7／9
7／16
7／23
7／30

7／1
7／8
7／15
7／22

～健康増進は正確なラジオ体操から～

■期日　7月12日（日）

　　　午前9時～午前11時30分

■会場　十日町小グラウンド

　　　　（雨天の場合は体育館）

■問い合わせ　市体育館

…
一
…
…
一
…
…
…
－
…
…
一
一
…
…
…
…
甲
≡
…
…
一
＝
…
…
＝
曹
…
＝
…
＝
≡
…
一
…
冒
…
一
一
…

市展ポスター募集中！7

　　～締切りは6月30日～

◎
内
容
　
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

　
ω
大
き
さ
　
B
三
判
（
大
洋
紙
⊥
4
・
39
㎝
×
54
㎝
）

　
ω
色
　
地
色
を
含
め
三
色
以
内

　
圖
使
用
文
字
　
　
「
第
1
4
回
」
　
「
市
展
」

◎
宛
先
　
市
公
民
館
市
展
係

（
雪
七
ー
五
〇
一
一
番
）

◎
締
切
日
　
六
月
三
十
日
㈹

◎
賞
　
入
選
一
点
（
賞
金
一
万
円
）

　
　
　
佳
作
数
点
（
賞
品
）

　　　　　（学童町内対抗戦）

■期日　8月1～2日
■会場

　青少年野外スポーツセンター

■申込み　市体育課

　　　　　（台7－3111番内線275）

博
物
館
資
料
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
月
～
五
月
分
）

博
物
館
友
の
会
民
俗
研
究
グ
ル
ー
プ

中
条
地
区
公
民
館

十
日
町
染
織
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

多
　
摩
　
市

下
条
地
区
体
育
協
会

中
条
地
区
公
民
館
歴
史
講
座

国
士
館
大
学
文
学
部

新
潟
県
史
編
さ
ん
室

立
教
大
学
学
校
社
会
教
育
講
座

赤
泊
村
教
育
委
員
会

中
条
町
教
育
委
員
会

湯
沢
町
教
育
委
員
会

睦
織
物
株
式
会
社
（
新
座
）

大
久
保
　
健

保
坂
　
浩
司

山
下
　
英
世

富
井
　
　
勉

村
山
　
栄
作

（
新
座
四
）

（
細
尾
）

（
東
京
）

（
馬
場
一
）

（
池
之
平
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
～

　
　
　
　
　
に
　
り
ん
略

駒
人
な
鵠

　
　
日
　
　
　
　
北
登
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
木
玉

　
　
十
　
　
　
　
中
藤
埼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
～

★
今
か
ら
三
年
前
、
埼
玉
県
川
越
市

か
ら
十
日
町
に
嫁
い
で
来
た
の
は
、

藤
木
登
美
子
さ
ん
（
二
十
八
歳
）
で

す
。
夫
の
昇
和
さ
ん
（
放
射
線
技
師
）

と
と
も
に
現
在
は
、
中
条
病
院
に
勤

務
。
東
京
の
あ
る
大
学
病
院
で
夫
の

昇
和
さ
ん
と
知
り
合
い
、
結
婚
し
て

そ
の
後
三
年
間
は
看
護
婦
の
仕
事
か

ら
離
れ
、
家
事
、
育
児
に
専
念
し
て

い
ま
し
た
。

★
三
年
間
の
十
日
町
の
印
象
は
「
山

・
水
な
ど
自
然
環
境
が
き
れ
い
だ
な

あ
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に

私
は
山
が
好
き
で
、
春
先
の
山
菜
取

り
は
大
好
き
で
す
。
た
だ
そ
の
料
理

が
ま
だ
駄
目
な
ん
で
す
よ
。
」

★
久
し
ぶ
り
に
勤
め
て
い
る
看
護
婦

の
仕
事
（
精
神
科
）
に
つ
　
て
は
、

「
ま
わ
り
の
人
達
が
親
切
な
人
ば
か

り
で
、
楽
じ
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

以
前
の
病
院
と
比
較
し
て
み
る
と
、

患
者
さ
ん
は
、
言
葉
が
穏
や
か
で
す

し
．
都
会
の
人
と
異
っ
て
、
せ
こ
せ

こ
し
て
い
な
い
で
、
の
ん
び
り
し
て

い
ま
す
ね
。
」

★
「
知
り
合
い
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

来
た
頃
は
孤
独
感
も
少
し
あ
り
ま
し

た
が
、
活
花
を
し
た
り
、
主
人
の
仲

間
の
皆
さ
ん
と
硬
式
テ
ニ
ス
を
し
た

り
し
て
、
淋
し
さ
、
不
安
な
ど
ほ
と

ん
ど
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

　
月
に
何
度
か
す
る
テ
ニ
ス
は
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
た
い
と
お
二

人
で
顔
を
見
合
わ
せ
て
う
な
ず
い
て

い
る
姿
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー
マ
ン

の
清
々
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

下
条
地
区
公
民
館

小
宮
山
　
浩

大
島
　
伊
一

庭
野
　
カ
ヨ

春
日
　
政
一

桑
原
　
芳
枝

下
条
小
学
校

川
治
小
学
校

（
丸
山
町
）

（
水
野
町
）

（
五
軒
新
田
）

（
四
日
町
四
）

（
新
座
二
）

関
ロ
　
ミ
ツ

庭
野
　
雅
弘

増
田
　
　
悟

増
山
　
ゆ
き

下
条
中
学
校

小
川
　
秀
政

庭
野
　
重
信

（
泉
町
）

（
田
中
町
本
通
）

（
下
川
原
町
）

（
藤
沢
市
）

（
高
田
町
四
）

（
西
寺
町
）

　
　
（
敬
称
略
）

電
話
番
号
の
お
知
ら
せ
ほ
六
箇
地
区
公
民
館
（
溶
二
－
五
四
三
四
番
）
・
六
箇
保
育
所
（
E
二
ー
三
四
一
八
番
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）



、
略
≒
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昭
和
五
十
六
年
度
の
子
宮
が
ん
検

診
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
検
診
は
“
満
三
十
歳
以
上
の
婦

人
を
対
象
に
、
申
し
込
み
制
で
行
っ

て
お
り
、
先
日
希
望
者
か
ら
申
し
込

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
が
、
該
当
者
（
申

む
込
み
者
）
は
通
知
書
を
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
指
定
さ
れ
た
日
時
で
ど
う

し
て
も
都
合
の
つ
か
な
い
か
た
は
、

市
保
健
衛
生
課
（
8
七
±
、
二
二

番
内
線
二
二
七
・
二
二
八
）
に
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

甥
市
民
プ
ー
ル

　
　
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
甥

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
要

項
で
市
民
プ
ー
ル
の
監
視
等
を
行
う

　
　
　
区
分

月
日

受
　
付
　
浮
　
間

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

7
月
17
日
囲

午
前
8
時
30
分
～
1
0
時

＋
日
町
地
区
一
部

午
後
1
時
～
2
時
30
分

十
日
町
地
区
一
部
、
新
座
・
大
井
田
地
区
㎝
部

7
月
18
日
㈹

午
前
8
時
30
分
～
10
時

新
座
・
大
井
田
地
区
一
部
、
中
条
地
区

午
後
1
時
～
2
時
30
分

川
治
地
区
一
部

7
月
20
日
㈲

午
前
8
時
3
0
分
～
10
時

川
治
地
区
｝
部
、
六
箇
地
区
、
吉
田
地
区

午
後
1
時
～
2
時
30
分

下
条
地
区
、
水
沢
地
区

薬
業
組
合
が

　
　
保
冷
機
器
を
寄
付

　
十
日
町
市
薬
業
組
合
（
樋
口
二
郎

組
合
長
）
で
は
こ
の
ほ
ど
市
役
所
を

訪
ず
れ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を

記
念
し
て
、
市
民
の
予
防
衛
生
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
医
薬
品
保
管
専

用
保
冷
庫
、
専
用
自
記
温
度
計
、
冷

凍
庫
が
寄
付
さ
れ
、
市
長
に
寄
付
日

録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
．

　
市
に
は
こ
れ
ま
で
医
薬
品
専
用
の

保
冷
機
器
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
寄
付
に
よ
っ
て
、
日
本
脳
炎
を

は
じ
め
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
は
し
か
、

B
C
G
、
ジ
フ
テ
リ
ア
等
の
予
防
ワ

ク
チ
ン
が
適
温
に
保
管
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※会場はいずれも保健センター

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
　
大
学
生
以
上
の
健
康
な
男
子

で
泳
げ
る
人

期
間
　
七
月
十
日
～
八
月
三
十
一
日

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
二
時
、
午

後
二
時
～
午
後
八
時
（
二
交
替
制
）

募
集
人
員
　
八
名
程
度

申
込
み
締
切
り
　
七
月
五
日
必
着

申
込
み
等
　
市
教
育
委
員
会
体
育
課

（
雪
七
－
一
三
二
番
内
線
二
七
五
）

に
申
込
み
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
採
用
者
に

は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

信
用
組
合
下
条
支
店
が

　
収
納
代
理
金
融
機
関
に

　
七
月
一
日
か
ら
、
新
潟
県
信
用
組

合
下
条
支
店
が
市
の
収
納
代
理
金
融

機
関
に
指
定
さ
れ
、
市
税
等
市
の
公

金
の
収
納
事
務
を
取
扱
い
ま
す
。

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
三
日
囲
　
午
前
八
時
半
～

正
午
ま
で
　
学
校
町
一
丁
目
・
諏
訪

町
・
宮
下
町
西
・
本
町
東
一
丁
目
．

神
明
町
の
各
一
部
、
宮
下
町
東
　
▼

七
月
十
三
日
㈲
　
午
後
一
時
～
四
時

半
ま
で
　
八
幡
田
町
の
一
部

　
　
鋤

　
子
月

　
い
6

　
よ

　
い

　
な

　
の

　
歯

　
し

　
む

献血車日程5
日

12
日

匝
日

…
2
6
日

7月3日働　商工会議所前

7月6日（月〉大光相互銀行前

7月30日困　十日町市農協（本所）

7月31日囲　県総合庁舎前
時間はいずれも午前10時～午後3時

．明日といわず今献血しましょう・

中
条
病
院
（
北
原
）

　
8
7
の
3
0
1
8
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
8
2
の
2
9
5
7
番

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
3
5
の
2
0
0
3
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

魯
0
2
5
7
6
f
5
の
3
1
6
1
番

千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

雪
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番

住　　　所 氏　　名 保護者名

伊達1 渡辺　　学 久夫

ニッ屋 俵山　哲 昭三
春日町3 荻野　智行 敏寛

中　村 南雲　智敬 敬一郎

稲　葉 児玉成一一郎 恒信

土市1 上村　幸 敏夫
河内町 水落　洋介 正則

本町5 波間　典子 昌平

下川原町 酒井　宏基 壽宏

新座4 阿部　里美 俊明

四日町2 高井　雅史 浩一
轟　木 藤木　千種 昭

四日町新田4 宮沢　里美 勉

川治中町 島田　直樹 直芳

安養寺 古沢　潤 幸次

山本4丁目 梧沢　聡子 信行
城之古東 阿部　美穂 靖

乳
幼
児
検
診
日
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
考

3
歳
児
検
診

7
月
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時
1
5
分

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

53
年
1
月

生
れ
の
児

域全

か
を
。

の
歯
い

児
ら
さ

月
か
だ

カ
す
く

6
ま
て

歳
り
来

3
あ
て

・
が
い

児
診
が

月
検
み

力
科
に

6
歯
い

歳
は
れ

ー
た
き

1
歳
6
カ
月

児
　
検
　
診

7
月
10
日

　
（
金
V

午
後
1
時
1
5
分

～
2
時

駈
年
1
月

生
れ
の
児

4
カ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

7
月
15
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
1
時
3
0
分

56
年
3
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定

7
月
29
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
3
時

弱
年
9
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

◎
住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）
日
程

期
　
　
日

検
診
時
問

会
　
場
名

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

午
前
9
時
30
分

～
午
前
H
時

八
箇
小
学
校

笹
之
沢
・
落
之
水
・
池
之
平
．

孕
石
・
長
里
・
控
木

　
　
　
｝

7
月
6
日
帽

午
後
1
時

～
午
後
3
時

大
黒
沢
集
会
場

大
黒
沢
囹
・
小
黒
沢

7
月
7
日
図

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
0
時
3
0
分

細
尾
公
民
館

細
尾
・
天
池
・
池
之
尻

午
前
11
時

～
午
前
11
時
30
分

南
雲
冬
季
分
校

南
　
雲

午
後
1
時

～
午
後
1
時
2
0
分

鍬
柄
沢
集
会
場

鍬
柄
沢

午
後
1
時
30
分

～
午
後
2
時
30
分

野
中
小
学
校

漆
島
・
池
沢
・
野
中

7
月
8
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
0
時

当
間
冬
季
分
校

当
　
間

午
前
1
0
時
15
分

～
午
前
1
0
時
45
分

大
石
冬
季
分
校

大
　
石

午
前
11
時

～
午
前
1
1
時
30
分

飯
塚
洲
司
氏
宅

中
在
家
・
市
之
沢

午
後
1
時

～
午
後
3
時

姿
公
民
館

姿
丁
二
・
安
養
寺

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

中
条
公
民
館

　
大
井
田
分
館

三
和
町
・
四
日
町
新
田
丁
二

・
三

7
月
9
日
困

午
後
1
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

　
大
井
田
分
館

四
日
町
新
田
四
・
四
日
町
二
．
三

7
月
10
日
囲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
H
時
30
分

中
条
公
民
館

　
大
井
田
分
館

四
日
町
一
・
四

午
後
1
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

　
大
井
田
分
館

尾
崎
・
五
軒
新
田
・
南
新
田
町

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
3
0
分

新
座
保
育
園

新
座
丁
二
・
本
町
七
－
二

7
月
B
日
側

午
後
1
時

～
午
後
3
時

新
座
保
育
園

新
座
三
・
四
・
本
町
七
ー
｝

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
部
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な
い

　
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
－

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

－
○

　
　
諮

　
　
蛎
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任
期
五
十
六
年
七
月
二
十
日
～
五
十
九
年
七
月
十
九
日

　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
、
十
日
町

市
農
業
委
員
会
委
員
の
立
候
補
届
出

が
、
七
月
七
日
、
八
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
立
候
補
者
が
、

委
員
の
定
数
と
同
数
だ
っ
た
の
で
無

投
票
と
な
り
、
市
選
管
で
は
十
七
日

選
挙
会
を
開
き
、
二
十
六
名
の
当
選

を
確
定
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
農
業
委
員
会
は
、
選
挙

に
よ
る
委
員
二
十
六
名
、
市
長
が
選

任
す
る
委
員
五
名
の
計
三
十
一
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
改
選
後
第
一
回
総
会
を
、
二
十
七

日
に
開
き
、
会
長
、
農
地
、
農
政
の
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農新

各
部
会
長
、
部
会
の
構
成
な
ど
を
決

め
ま
す
。
な
お
、
委
員
の
皆
さ
ん
に

は
任
期
中
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
の
仕
事

　
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
仕
事
は
、

一
、
優
良
農
地
の
保
全
や
確
保
と
他

の
用
途
へ
の
転
用
の
適
正
化
を
は
か

る
仕
事

二
、
農
用
地
の
有
効
利
用
と
流
動
化

を
促
進
し
、
規
模
拡
大
に
よ
る
農
業

生
産
力
の
増
強
を
は
か
る
農
用
地
利

用
増
進
法
関
係
の
仕
事

三
、
農
地
の
集
団
化
と
経
営
規
模
拡

大
を
す
る
た
め
の
農
地
保
有
合
理
化

事
業
を
進
め
る
仕
事

四
、
農
地
紛
争
に
対
し
て
の
仲
介
、

和
解
を
早
く
公
正
に
処
理
す
る
仕
事

　
特
に
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い

が
重
要
な
仕
事
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
農
業
者
年
金

二
、
農
業
所
得
課
税
標
準
の
適
正
化

三
、
農
業
後
継
者
対
策

四
、
米
生
産
調
整
対
策

五
、
出
稼
対
策

策1選挙区
（定員6名）

斎木　　俊夫働無新　落之水
遠　　田　　恵鮒無新　川治上町

旧＋日町、川治村、 岡村　　建治岡無前　北新田第2
六箇村の区域 村山隆太郎餌無前　西浦東

小林　　賢祐國無前　津　池

福崎　　彦造岡無新　田　麦

第2選挙区
（定員6名）

大島　　廣榮㈲共新　蕨　平

岩田　　光平611無新　中条旭町

旧中条村の区城 小林　　龍梧側無前　中条島

水落　　留吉鮒無新　宇田ケ沢

山田　　正吉団無前　四日町第3
滝沢　　重治闘無新　四日町第2

第3選挙区
丸　山　　滋倒無前　南鐙坂

（定員4名） 尾身　　正徳測共前　中　平

旧吉田村の区城 柳　　重太郎㈲無前　高島第2
入田　　富治お窃無前　稲　葉

篤4選挙区
（定員4名）

井　　川　　　勇㈲無前　貝ノ川

上村　　完治鯛無前　岩　野

旧下条村の区域 水落象次郎㈲無新　二　子
小林　　良章㈹無前　原

第5選挙区
（定員6名）

福島　　良貞㊤①無新　水沢第3
鈴　　木　　武611無前　大　石

旧水沢村の区域 保坂　　兼弘団無前　姿第2
上村　　国平岡無前　土市第・1
山　　本　　　茂図無新　漆　島

宮　　沢　　　孝⑬無前　小黒沢

市長が選任する
委員

庭野甚兵衛鮒　　　市農協
庭野　　重信6①　　　市農業共済組合

宮沢　　健一61》　　市議会

橋本　　貞一61》　　市議会

遠田　　金市㈲　　　市議会

8月1日馨栗』、，

　　～身障者・ボランティアを対象に～
〔時間コ身障者など…午後4：00～6二30・一般…午後3：00～4：00、6二30～700

誉
彩

獣

鰻

ノ
　
／

　
市
で
は
毎
月
一
日
に
「
市
民
と
語
る
日
」
を
開

催
し
、
広
く
市
民
の
声
を
お
聞
き
し
、
行
政
に
反

映
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
国
際

障
害
者
年
で
も
あ
り
、
身
障
者
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
ま
た
、
身
障
者
問
題
に
関
心

の
あ
る
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
市
政

に
反
映
さ
せ
る
「
市
民
と
語
る
日
」
を
開
催
し
ま

す
。
日
頃
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
　
「
市
民
と
語
る
日
」
の
時
間
は
、
三
時

～
七
時
ま
で
で
す
が
、
身
障
者
の
皆
さ
ん
な
ど
を

対
象
に
し
た
時
間
は
、
午
後
四
時
～
六
時
三
十
分

ま
で
と
し
、
そ
の
前
後
に
一
般
の
か
た
の
時
間
と

し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
と
ご
連
絡
は
総
務
課
企
画
広
報

係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
三
六
V
へ
。
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限
り
あ
る
水
を
大
切
に
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